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序章 

０.１ 「サポートコール」の目的 

「サポートコール」は、ギャンブル等依存症当事者本人及び同家族・友人などが抱えている各種問題（心理的問

題、金銭的問題など）に対する具体的なアドバイスや適切なリファー先の案内、ギャンブル等依存症に関する情報提

供、周知啓発を目的としている。 

 

０.１.１ ギャンブル等依存症とは 

我が国で言う「ギャンブル等依存症」は行政用語であり、ギャンブル等依存症対策基本法において、「ギャンブル等

（法律の定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為をいう）にのめり込むことに

より日常生活又は社会生活に支障が生じている状態」と定義されている。したがって医学的概念ではない。ただ医学

的概念としてはアメリカ精神医学会作成の「精神障害の診断・統計マニュアル」（DSM-5）に収載されている「ギャン

ブル障害」が概ねこれに相当する。「ギャンブル障害」とは「ギャンブルが原因となって心理的社会的な機能障害やそれ

に伴う苦痛などの問題が反復して生じている状態」である。世界保健機関（WHO）の国際疾病分類（ICD-11）

においても同様の定義がなされている。 

2021 年 9 月 15 日、独立行政法人国立病院機構久里浜医療センターによる無作為抽出された一般住民

17,955人（18歳～74歳）を対象にした『ギャンブル障害およびギャンブル関連問題の実態調査』※1を公表した。

その結果、「過去１年におけるギャンブル等依存が疑われる者（SOGS5 点以上）の割合」の割合は全体の 2.2％

であることが示された。 

なお、「生涯において、ギャンブル等依存症が疑われる状態になったことのある者」のうち最も費用を投入した種目は

「パチンコ・パチスロ」が 71％で最も多かった。 

ギャンブル等依存症を発症すると、次のようなことが起こり、本人だけでなく、周囲（親類・知人・友人・職場）の

健全な社会生活・活動に悪影響を及ぼすことがある。 

 

（1）健康面 

通常の生活に集中できなくなり、睡眠や食事が不規則となるため健康が害される。 

（2）金銭面 

生活費や預貯金をつぎ込むようになり、足りなくなると家族や友人に嘘をついてお金を調達するようにな

る。調達できなくなると公的機関へ借金をしたりする。また場合によっては、窃盗や横領までしようとすること

もある。 

（3）人間関係面 

家族や友人への嘘をつくなどして、家族や友人との信頼関係を悪化させる。 

（4）社会的役務面 

就労や学業の遂行能力が低下する。時に突発的な欠勤・欠席を生じる。 

 

 

（※1）出典元：松下幸生, 新田千枝, 遠山朋海; 令和 2 年度 依存症に関する調査研究事業 

「ギャンブル障害およびギャンブル関連問題の実態調査」, 2021 年, p.32-38  
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０.１.２ 政府主導の対策（「IR整備推進法」に伴う取り組み） 

2016 年 12 月 15 日、「特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律」（以下、「IR 整備推進法」）

が成立した。そしてこれを契機として、我が国のギャンブル等依存症対策が本格化した。2018 年 7 月に公布された

「ギャンブル等依存症対策基本法」は IR 整備推進法と密接な関係にあると考えられており、事実、IR 整備推進法

の附帯決議第十項では、以下のとおり、政府に対してギャンブル等依存症対策の強化を求めている。 

「ギャンブル等依存症患者への対策を抜本的に強化すること。我が国におけるギャンブル等依存症の実態把握のた

めの体制を整備するとともに、ギャンブル等依存症患者の相談体制や臨床医療体制を強化すること。加えて、ギャン

ブル等依存症に関する教育上の取組を整備すること。また、カジノにとどまらず、他のギャンブル等に起因する依存症を

含め、関係省庁が十分連携して包括的な取組を構築し、強化すること。 

この点を踏まえ、政府は関係行政機関との連携の下、ギャンブル等依存症の対策として、2016 年末に「ギャンブ

ル等依存症対策推進関係閣僚会議」を立ち上げ、翌 3 月末に、既存の公営競技等についての「ギャンブル等依存

症対策の強化について」を決定した（以下、「8.29 決定」）。 

 

０.２ 支援センターの位置づけと活動内容 

０.２.１ 支援センターの設立経緯 

前述の 8.29 決定では、公営競技におけるギャンブルの依存課題に対し、以下の対策が挙げられた。 

 

（1） 相談窓口の明示・周知、相談体制の整備 

（2） 未成年による舟券購入禁止等に係る注意喚起の徹底、未成年者による舟券の購入を防止する為の競

技場及び場外舟券売場における警備の徹底 

（3） 本人申告・家族申告によるアクセス制限の仕組みの拡充 

（4） 購入限度額設定を可能とするシステムの整備、ギャンブル等依存症の注意喚起表示・相談窓口の案内 

（5） ギャンブル等依存症の注意喚起にも資する形での周知の実施、競技場等におけるギャンブル等依存症の

啓発 

（6） 競技場及び場外舟券売場に設置されている全ての ATM キャッシング機能の廃止又は ATM の撤去 

 

対策（1）の実施に当たり、ギャンブル等依存症を患っている本人だけでなく、不安を感じる方やその家族や友人

もいつでも相談できるようにすることが大切であり、相談体制及び社会課題として実績に応じた対策を講じていく体制

を整備することが求められている。 

そんな中、ギャンブル等依存症者の支援を系統的、効果的に行うべく、2017 年 6月 30日に、ギャンブル依存症

予防回復支援センターが設立された。 
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０.２.２ 支援センターの活動 

支援センターにおいては、このような本人にも社会にもマイナスな影響をもたらすギャンブル等依存症に係る調査研

究、予防回復支援、情報提供等を行うことで、我が国の公益増進に寄与することを目的とし、主に以下の 4 つの事

業を行っている。 

 

（1）無料相談コールセンター運営事業 

支援センターは、2017 年 10 月より、24 時間 365 日相談受付のサポートコールを運営し、ギャンブル

等及び、相談者がギャンブルであると認識している依存に関する無料相談を電話で受け付け、相談内容に

基づき他の医療機関等を案内する「ギャンブル依存症サポートコール」（以下、「サポートコール」）の運用

事業を開始した。「サポートコール」には、臨床心理士、精神保健福祉士などの心理カウンセラーが、相談者

からの問い合わせに専門的な知見から回答やカウンセリングを行っている。 

 希望者には継続しての対面等による無料カウンセリング（北海道 3 ヵ所・東京 2 ヵ所・愛知・大阪・広

島・福岡 2 ヵ所の 10 拠点で実施）やオンラインによる面談、及び近隣の医療機関や公的機関等の案内

も行っている。2022 年度の実施成果は以下の通り。 

 

  ・医療機関案内              740 件 

  ・面談カウンセリング             53 件 

 

加えて、ギャンブル依存症問題と金銭に纏わる問題が切っても切れないことから、同問題に精通する司法

書士と連携し、対面及び電話での金銭問題の相談を実施した。 

 

  ・司法書士相談               53 件 

 

（2）ギャンブル等依存症患者に対する回復支援事業 

支援センターは、ギャンブル等依存症患者への経済的支援として、「サポートコール」が案内した医療機関

等での初診料を含む最大 3 回までの診察料などを患者の代わりに負担する助成事業を営んでいる。 

 

  ・助成件数                   69 件 

 

（3）ギャンブル等依存症に関する調査研究事業 

支援センターは、「サポートコール」の運用によって、対象となる競技又は遊技（パチンコ）、相談者の属

性、相談時間帯等のデータを得ると共に、他団体が実施するセミナーにも参加することにより、ギャンブル等

依存症に関する情報収集を行っている。収集したデータは、性別、時間帯、対象者及び相談時間等の項

目に分けて分析し、専門医監修のもと「アニュアルレポート」として取りまとめ、ホームページに公開した。 

また、「サポートコール」相談前後の意識変化等のアンケート調査も行っている。これらの調査は研究目的

のみならず、相談の受付や、医療機関の案内及び初診料助成を効果的に行う為の基礎資料として活用し

ている。 
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（4）ギャンブル等依存症の予防に関する事業 

支援センターは、ギャンブル等依存症に関する周知啓発活動を積極的に行い、リーフレット、ポスター等の

作成や、ホームページの開設による支援センターの業務内容・「サポートコール」に関する周知、並びにギャン

ブル等依存症に関する情報提供を行っている。 

また、2019 年度においては「サポートコール」の認知度の更なる向上を目指し、2019 年 5 月に 5 大都

市計 12 拠点において、リーフレット及びノベルティの街頭サンプリングを行った他、インターネット上でのバナー

や動画による周知啓発、幅広い年齢層にアプローチするため、予防啓発ツールである「マンガで解説！ギャン

ブル依存症」を専門医監修のもと作成し、小冊子及びホームページにて公開している。 

その他にも、ギャンブル等依存症に関する情報提供等を目的とした一般市民向けのセミナーを実施したり、

ギャンブル等依存症相談窓口の運用マニュアル及び職員研修用の教材を作成したりし、競技場などの現場

における対応への手助けも実施している。 

 

2022 年度における具体的な事業活動内容は以下の通り。 

① インターネット広告展開 

サポートコールの周知に関する広報・ 相談体制の更なる強化を図るため、インターネット広告を 

活用し、積極的な周知を行った。 

1）Yahoo! 

2）Google 

3）YouTube 

4）Instagram 

5）LINE 

 

② 相談内容に関する「月次レポート」の作成・公開 

毎月の相談内容を取りまとめた「月次レポート」を作成し、ホームページに公開した。 

 

③ 啓発週間 

ギャンブル等依存症対策基本法において、毎年 5 月 14 日から 20 日にかけて設定されている 

「ギャンブル等依存症問題啓発週間」にて、国民のギャンブル等依存症問題に関する関心と理 

解を深めるため、ホームページに特設ページを開設し、情報公開を行った。 

あわせて、SNS を活用した情報発信も行った。 

 

④ 研修・講義の実施 

下記大学からの講師依頼のもと、学生向けに「依存症」に関する講義を実施した。 

・聖心女子大学（2022 年 11 月） 

 受講者数：371 人 

・東北福祉大学（2022 年 12 月 3 回） 

 受講者数：延べ 230 人 
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０.３ 本報告書の位置づけ 

０.３.１ 本報告書の目的と内容 

支援センターが「事業者の考え方」として中心に掲げる「予防」、特に「早期発見早期介入」に広く貢献していくこと

を目的に、これまでサポートコール事業等を行ってきた。その結果ギャンブル等依存症に関する多くの情報を蓄積してき

た。 

 

本書では、主に以下の内容について整理し、報告書として纏めた。 

 

（第 1 章）活動状況の定量分析 

2022 年度のサポートコールログの定量分析結果を活動状況として報告した。 

 

（第 2 章）活動状況の実態分析 

サポートコール活動によって、多くのデータが集まりつつある。それらの収集データの実態分析によって、

依存症の傾向性・要因・進行過程の体系化を行った。そして早期解決に向けてどのような層にアプ

ローチすべきかを明確にした。 

 

（第 3 章）SMS アンケート追加分析 

 

（第 4 章）提言 

上記の活動を通して見えてきた課題及び課題解決の方向性を提言として整理した。 

 

（第 5 章）講評 
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１章 サポートコールの活動状況 

１.１ 概要 

１.１.１ サポートコールの目的 

「サポートコール」は、2017 年 10 月 1 日より、支援センターが提供しているギャンブル等依存症問題に関する電

話相談サービスである。ギャンブル等依存症当事者及びその家族・友人を主な利用対象者とし、24 時間・年中無

休で電話相談に対応している。電話応対では受付をオペレーター、相談を心理カウンセラーが（臨床心理士、精神

保健福祉士など）それぞれ対応している。通話料も含め相談に係る費用は相談者からは徴収せず支援センターで

負担しているため、相談者は無料で電話相談サービスを受けることができる。 

 

１.１.２ サポートコールの業務内容 

「サポートコール」でのサポート内容は電話相談受付のほか、相談者へのカウンセリング、リーフレットの送付、相談内

容に応じた医療機関の案内を行っている。そして、ギャンブル依存症予防回復支援センターでは医療機関を受診した

方への初診料を含む最大 3 回までの「診察料負担サービス」を行っており、相談者に求められた場合には、診察料請

求様式の送付も行っている。 

電話による相談の際に、相談者（含当事者）に対し、相談者属性と言った基本情報から、普段行っているギャン

ブルの種類、職業、収入形態、ギャンブル以外に抱えている問題、借金の有無・債務整理の経験など詳細な情報を

相談プロセスの中で傾聴しつつ、無理のない範囲で聴取する。そしてこれらの情報を踏まえて、相談者のニーズを引き

出している。その上で、具体的なアドバイスや適切なリファー先の案内を行っている。尚、入電から【具体的アドバイス】

やリファー先の案内までの標準的な「応対プロセス」は以下の通りである。 

 

▼「サポートコール」の標準的な応対プロセス 

【入電】→【受付】→【相談の実施】（傾聴） 

（→【具体的アドバイス】AND/OR【リファー先の案内】） 

 

１.１.３ サポートコールの体制 

「サポートコール」には、多数の臨床心理士、精神保健福祉士と言った専門家や、50 名程度の臨床経験 5 年以

上の専門スタッフが対応していて、ギャンブル等依存症の当事者及び同家族・友人などを対象とし、24 時間体制で

相談を行っている。 
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１.２ 活動状況の報告  

１.２.１ 2022年度の活動状況 

１.２.１.１ 利用者の推移 

 

サービス開始からの入電件数の推移 

（2019 年 4 月～2023 年 3 月）※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入電件数は、サービス開始時より増加傾向にあるものの、新型コロナウイルス感染症の流行状況による影響で

2020 年度以降は月による変動幅が大きくなる傾向がみられた。2022 年においてはその影響も軽減されつつある様

子がうかがえた。2022 年 5 月では 708 件の入電があり、その後 6～11 月の合計 7 ヶ月において 600 件以上の

入電があった。12月では 519 件と落ち込んだものの、2023 年 1月以降も増加傾向が続き、2023 年 3月におい

ては 764 件と過去最多の入電件数を示した。2021 年度までの最多入電件数は 2021 年 9 月の 602 件であっ

たが、2022年度では2022年 4月、11～12月を除く合計9 ヶ月において 2022年 9月を上回る入電があった。 

1 年間の入電全数は、サービス開始年度である 2018 年度の 2,497 件、2019 年度の 4,312 件、2020 年

度では 4,453 件、2021 年度の 5,858 件に対し、2022 年度では 7,548 件と大幅に増加している。月別に比較

すると、2022 年 5 月及び 2023 年 3 月では 2021 年度に比べて入電件数が 100 件以上増加している。 

2020 年度及び 2021 年度初頭にかけて新型コロナウイルス感染症の流行による外出自粛などの生活環境の変

化による影響が見られたものの、長期的にはサービス開始以降、毎年入電件数は拡大している。2023 年においては、

新型コロナウイルス感染症の 5 類引き下げや感染症対策が緩和される等、コロナ禍以前の生活様式に回帰する可

能性が見込まれる点や、コロナ禍において急速にニーズが高まった公営競技におけるオンライン投票の定着やオンライ

ンカジノの普及・浸透は今後も継続が見込まれることから、今後も拡大傾向は続くことが予想できるため、周知啓発

活動の継続とともに推移を見守る必要があるといえる。 
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サービス開始からの相談件数の推移 

（2019 年 4 月～2023 年 3 月）※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入電件数のうち、通話時間が極端に少ないもの（具体的には通話時間が 2 分未満）や相談以外のものを無効

回答として除いた件数（有効回答件数）を「相談件数」とし、2022 年度は 6,819 件であり、2021 年度の

5,276 件から 1,543 件の大幅増となった。なお、2019 年度、2018 年度の相談件数については、質問内容の全

てに対して有効回答しているもののみを対象とし、2019 年度は 3,955 件、2018 年度は 2,299 件となっている。 

次項以降の分析においてはこれらの「相談件数」を母集団とした集計・分析結果を掲載している。 
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曜日別の相談件数の推移 

（2020 年 4 月～2023 年 3 月） 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,965 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数の曜日別の内訳は、各曜日とも約 12～15％以内、祝日は約 5％となっており、入電や相談が多い曜

日は金～月曜日となっている。なお、平日（月曜日～金曜日）の合計は 67.9％、土日祝の合計は 32.1％であ

る。 

2021 年度以前と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 
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電話を掛けた方の属性 

（2019 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブル等依存症に関する相談の電話を掛けた方の内訳としては、本人が 76.4％、親族（配偶者、親、子供）

が 20.6％、その他が 3.0％であった。本人が直接電話をしてくるケースが一番多いが、4 件に 1 件程度の割合で本

人以外の方が電話を掛けている。 

月別の内訳でも、電話を掛けた方の多くは本人で、毎月 7～8 割を占めている。毎月発生する電話相談の多くを

当事者が占めていることから、当事者にはギャンブル等依存症に悩んでいるという自覚症状があり、相談・解決したい

という思いがあると想定される。 

なお、2021 年度以前と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 

（【前回：2021 年度】本人：75.0％、親族：21.6％、その他：3.4％） 
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電話を掛けた方の属性（本人以外） 

（2021 年 4 月～2023 年 3 月） 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブル等依存症に関する相談の電話を掛けた方の内訳としては、本人以外が全体の 23.6％を占めており、

1,612件であった。本人以外からの相談者を対象に具体的な属性をみると、「配偶者」が 36.8％、「親」が 31.2％、

「きょうだい」が 11.8％、「知人」が 11.5％と続いている。 

2021 年度と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 
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電話を掛けた方の性別 

（2019 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち女性からの入電は 1,895 件で、相談件数全体の 27.8％を占めている。2021 年度の女性から

入電があった割合は 28.0％で、2022 年度は僅かに減少したが、ほぼ同程度の約 3 割を示している。 

相談件数の性別割合は、月による変動がそれほど大きくなく、どの月も女性の割合が 2 割以上 4 割未満の範囲

にある。この傾向は 2021 年度以前から続いており、全体の入電件数や相談件数が拡大しても、男性、女性それぞ

れの割合に変化は見られないといえる。 

（【前回：2021 年度】男性：72.0％、女性：28.0％） 
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電話を掛けた方の年代 

 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,965 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち、20 代が 23.3％、30 代が 26.3％、40 代が 22.2％と、20 代から 40 代が 71.8％と大多数

を占める。10 代は全体の 2.2％、60 代以上は全体の 7.4％に留まる。 

2021年度以前と比較すると、20～40代は僅かに微減傾向が続いている一方、50代は微増傾向が続いている。 
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相談者居住地別の相談割合 

 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,963 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：3,944 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち、東京都、大阪府、福岡県、神奈川県をはじめとした 10 都道府県からの相談が全体の 6 割超を

占める。 

なお、2021 年度と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 
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相談者居住地別の人口分布※1 

 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,963 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,275 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：3,944 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の人口分布と併せて見ると、各都道府県の相談件数の分布との人口分布は、正の相関を持つ傾向にあるも

のの、東京都や大阪府などの大都市圏からの相談者が比較的多い。 

なお、2021 年度以前と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 

 

 

（※1）出所：人口分布は、総務省統計局 統計データより作成 

          2021 年度～2022 年度：令和２年国勢調査 

          2019 年度～2020 年度：平成 27 年国勢調査 
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１.２.１.２ 相談対象者の属性情報 

 

相談者と相談対象者の属性 

（2021 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち、相談者と相談対象者の関係性を分類すると、大きく 15 種類に分けられた。「電話を掛けた方の

属性」で前述した通り相談件数の大多数は本人が直接相談している。残りの 23.6％については、「配偶者➡配偶

者」が 8.7％、「親➡子供」が 7.4％、「きょうだい➡きょうだい」が 2.8％、「知人➡知人」が 2.7％と続いている。 

上司、同僚、部下といった職場内での相談については、6,586 件中 10 件となり、0.1％となっている。なお、「孫

➡祖父母」「祖父母➡孫」については、小数点以下を四捨五入している関係でグラフ内での表示は 0.0％となってい

るが、いずれも 1 件ずつ出現している。 

なお、2021 年度と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 

 

 

  

相談者 相談対象者

本人 ➡ 本人

配偶者 ➡ 配偶者

子供 ➡ 親

親 ➡ 子供

孫 ➡ 祖父母

祖父母 ➡ 孫

きょうだい ➡ きょうだい

親戚 ➡ 親戚

親族 ➡ 親族

上司 ➡ 部下

同僚 ➡ 同僚

部下 ➡ 上司

部下 ➡ 部下

知人 ➡ 知人

その他 ➡ その他

76.4％

8.7％

1.2％

7.4％

0.0％

0.0％

2.8％

0.5％

0.0％

0.1％

0.1％

0.0％

0.0％

2.7％

0.1％

75.0％

9.4％

1.5％

7.1％

0.0％

0.0％

3.0％

0.6％

0.0％

0.1％

0.1％

0.0％

0.0％

2.6％

0.6％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

今回：2022年度(6,819件)

前回：2021年度(5,276件)
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相談対象者の性別 

（2019 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち、男性は全体の 88.9％を占めている。女性の相談対象は 11.1％で、女性による入電・相談件

数の全体に占める割合（27.8％）に比べて半数以下に留まる。このことから、女性からの入電は、当事者本人とし

ての相談ではなく、相談対象である当事者の家族、恋人、知人としての相談が多いことがわかる。 

なお、2021 年度以前と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 

 

（【前回：2021 年度】女性の相談対象：9.3％、女性による入電：28.0％） 

  

男性

88.9%

女性

11.1%

件数 290 423 281 352 287 280 273 313 312 370 427 347 216 256 405 447 374 402 358 325 249 270 330 333 269 335 394 488 522 541 468 450 453 465 425 466 478 644 564 577 555 610 562 543 481 600 539 666

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2020年 2021年 2022年 2023年

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

90 92 91 88
85

90 89 91 93 90 92 92 89
95 92 92 92 91 89 92 94 93 90 90 89 90 90

94 93 91 91 88
92

87 90 91 88
85 86 87

91 92 91 90 91 90 90 87

10 8 9 12
15

10 11 9 7 11 8 8 11
6 8 9 8 9 11 8 6 7 10 10 11 10 10

6 7 9 9 12
8

13 10 9 12
15 14 13

9 8 9 10 9 10 10 13

0%

10%

20%

30%

40%

50%
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相談対象者の年代 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,965 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：3,955 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち、20代が 27.0％、30代が 28.4％、40 代が 21.6％と、20 代から 40代が 77.0％と大多数

を占める。この傾向は 2021 年度以前と同様であり、全体の入電件数は拡大しても顕著な変化が見られない点は、

相談者の年代においても性別や居住地と同様である。 

60 代以上は全体の 5.1％に留まる。理由としては、ギャンブルをしていても依存に関する問題を抱える人が少ない、

インターネットの利用者が少ない、などが考えられる。 

10 代は全体の 2.4％だが、適切な対応を行わなければ、問題が長期化する可能性があるため、軽視できない数

値である。 

2021 年度と比較すると、20～40 代は 2021 年度の 80.1％から 2022 年度では 77.0％と、3.1pt 減少して

いる。一方、50 代については 3.4pt 増加している。10 代や 60 代以上では大きな変化は見られない。 

 

  

10代 1.4%

20代

23.9%

30代

32.7%

40代

27.0%

50代

9.7%

60代 4.2%
70代 1.0% 80代以上 0.2%

10代 2.1%

20代

26.3%

30代

33.6%

40代

23.8%

50代

9.6%

60代 3.5%
70代 0.9% 80代以上 0.1%

10代 2.4%

20代

27.0%

30代

28.4%

40代

21.6%

50代

15.5%

60代 3.8%
70代 1.0% 80代以上 0.3%

10代 2.8%

20代

28.2%

30代

28.6%

40代

23.3%

50代

12.1%

60代 3.5%
70代 1.0% 80代以上 0.4%
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男性相談対象者×年代 

（2022 年度：4,924 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性相談対象者×年代 

（2022 年度：1,895 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別の分布をみると、男性相談者は 30 代以下の若年層が全体の 58.2％を占める一方で、女性相談者は

40 代から 60 代の中高年層が全体の 61.7％を占めており、全体的に女性相談者の年代が高い傾向にある。これ

は、女性当事者本人の相談件数に加えて、当事者の親族の立場からの相談者の相談件数が含まれていることが要

因であると考えられる。 

2021 年度と比較すると、男性相談対象者においては「40 代男性」が減少し、「50 代男性」が増加している。女

性相談対象者においては「20 代女性」「30 代女性」が微減し、「40 代女性」が増加している。その他の性年代では

大きな変化は見られない。 

  

10代男性 3.0%

20代男性

28.1%

30代男性

27.1%

40代男性

19.0%

50代男性

17.8%

60代男性 4.2%
70代男性 0.8% 80代男性 0.1%

10代女性 0.3%

20代女性

10.8%

30代女性

24.3%

40代女性

30.6%

50代女性

20.5%

60代女性

10.6%

70代女性 2.6% 80代女性 0.3%
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参考：2019 年度～2021 年度 

 

男性相談対象者×年代 

（2021 年度：3,798 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：2,761 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性相談対象者×年代 

（2021 年度：1,478 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：1,204 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：2,836 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：1,119 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10代男性 3.6%

20代男性

29.8%

30代男性

26.0%

40代男性

23.5%

50代男性

12.8%

60代男性 3.3%
70代男性 0.7% 80代男性 0.2%

10代男性 1.7%

20代男性

24.6%

30代男性

31.1%

40代男性

28.2%

50代男性

11.0%

60代男性 3.1%
70代男性 0.2% 80代男性 0.0%

10代男性 2.6%

20代男性

27.8%

30代男性

33.3%

40代男性

23.4%

50代男性

10.2%

60代男性 2.1%
70代男性 0.5% 80代男性 0.0%

10代女性 0.1%

20代女性

11.4%

30代女性

28.2%

40代女性

25.2%

50代女性

21.7%

60代女性

11.5%

70代女性 1.7% 80代女性 0.3%

10代女性 0.2%

20代女性

13.0%

30代女性

27.9%

40代女性

25.7%

50代女性

19.2%

60代女性

11.9%

70代女性 2.2% 80代女性 0.0%

10代女性 0.8%

20代女性

13.3%

30代女性

28.3%

40代女性

26.5%

50代女性

22.3%

60代女性 6.5%

70代女性 2.3% 80代女性 0.0%
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１.２.１.３ 相談者の知りたい内容（「サポートコール」の利用目的） 

 

相談者の知りたい内容 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,965 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：3,955 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,819 件のうち、相談者の知りたい内容としては「やめ（させ）る方法」が約 6 割を占めており、ギャンブル依存に

悩む多くの人が、当事者においてはやめたい、周囲の人間としてはやめさせたいという意識を持っていることがわかる。続

いて「家族の接し方」が 10.5％、「地域の相談先」が 2.1％と続いている。 

 2021 年度以前と比較しても、2022 年度の結果に顕著な変化は見られない。 

  

やめ(させ)る

方法

60.6%

家族の接し方

9.6%

地域の相談

先 2.0%

借金の返済

方法 2.0%

面談カウンセリ

ング 2.3%

その他

23.5%

やめ(させ)る

方法

60.2%

家族の接し方

10.5%

地域の相談先

2.1%

借金の返済

方法 1.9%

面談カウンセリ

ング 1.3%

その他

24.0%

やめ(させ)る

方法

62.7%家族の接し方

10.0%

地域の相談

先 1.9%

借金の返済

方法 2.0%

面談カウンセリ

ング 1.9%
その他

21.5%

やめ(させ)る

方法

63.7%

家族の接し方

6.5%

地域の相談

先 1.7%

借金の返済

方法 1.7%

面談カウンセ

リング 3.7%

その他

22.7%
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１.２.１.４ 相談対象者の就業状況 

 

相談対象者の就業状況 

（2022 年度：4,766 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：2,624 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：3,529 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：2,381 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年度：相談全体のうち、「就業状況不明」を除いた相談者が対象 

 

対象件数である 4,766 件のうち、「常勤（フルタイムで勤務する正社員）」が 66.7％で、「非常勤」が 7.4％、

「オーナー」が 2.4％と、（比較的安定した）収入の見込める有職者が 76.5％を占める。以下、「学生」が 6.3％、

「就活中」が 2.3％、「休職中」が 1.8％、「家事」が 1.6％と、全体の12.0％を占める。2022年度より項目化した

「生活保護」は 0.0％（1 件）となっている。 

なお、前回の実施結果と比較すると、「その他」が微減し、「常勤」が微増している。非就労者については大きな差

異は見られなかった。 

（参考） 

【2022 年度】有職者（「常勤」＋「非常勤」＋「オーナー」）の割合は 76.5％ 

【2021 年度】有職者（「常勤」＋「非常勤」＋「オーナー」）の割合は 72.1％ 

【2020 年度】有職者（「常勤」＋「非常勤」＋「オーナー」）の割合は 71.8％ 

【2019 年度】有職者（「常勤」＋「非常勤」＋「オーナー」）の割合は 74.0％ 

  

常勤

66.7%

非常勤

7.4%

学生

6.3%

オーナー 2.4%

休職中 1.8%

就活中 2.3%
家事 1.6%

生活保護 0.0%

その他

11.4%

常勤

61.6%

非常勤

7.7%

学生

6.3%

オーナー

2.8%

休職中

1.8%

就活中

2.9%

家事

1.7%
その他

15.1%

常勤

62.3%

非常勤

7.2%

学生

3.6%

オーナー

2.3%

休職中

2.4%

就活中

5.2%

家事

1.4% その他

15.6%

常勤

63.4%非常勤

8.2%

学生

4.9%

オーナー

2.4%

休職中

3.4%

就活中

3.7%

家事

1.8%
その他

12.1%
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全国人口の就業状態※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働力調査（2023 年 3 月結果）の全国結果によると、全国の労働力人口は 6,892 万人おり、このうち就業

者が 6,699万人、失業者が 193万人となっている。また、非労働力人口は4,110万人おり、このうち学生が 545

万人、主婦が1,196万人である。これらのデータを、本調査結果と比較ができるよう再分類したものが上記グラフデー

タである。 

「正規の職員・従業員」が32.4％で最も多く、次いで「非正規」が19.1％、「主婦」が11.2％、「学生」が5.5％、

「自営業」が 4.5％と続く。 

本調査における相談者の就業状況のうち有職者（「常勤」、「非常勤」、「オーナー」の合計）が 76.5％に対し、

全国人口の就業状態における有職者（「正規の職員・従業員」、「会社役員」、「非正規」、「自営業」、「家族従

業員」）の割合は 60.2％となっている。同様に「主婦（＝家事）」と「学生」の割合を比較すると、本調査における

相談者で 7.9％に対し、全国人口では 16.7％となっている。 

聴取項目が異なるため参考値となるものの、本調査における相談者の就業状況と全国人口の就業状態を比べると、

有職者が大半を占める構造は同様ではあるものの、相談者には就労者が多く、非就労者は相対的に少ない。次項

の『相談者の収入形態』においても相談者の大多数が何らかの収入がある状況である点からも、仕事や家事等の合

間の『余暇』に行うギャンブルがきっかけで何らかのギャンブル等依存症の悩みや不安を抱える現状に至っていることが

推察される。 

 

 

（※1）出所：総務省統計局 統計データより作成 

 

  

正規の職員・

従業員

32.4％

会社役員

3.1％

非正規

19.1％

主婦

11.2％

学生

5.5％

自営業

4.5％

家族従業員

1.1％

失業者

1.6％ その他

21.5％
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１.２.１.５ 収入形態 

 

相談者の収入形態 

（2022 年度：5,069 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：2,830 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：3,821 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：2,508 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年度：相談全体のうち、「収入形態不明」を除いた相談者が対象 

 

対象件数である 5,069 件のうち、「給与・収益」を収入源とする相談者は 80.5％を占め、「生活保護」が 7.0％、

「給付」が 4.6％、「仕送り・扶養」が 4.4％と続く。「なし」が 3.4％であるため、全体の 94.6％が何らかの収入があ

る状況。それぞれ不明者及び回答拒否を除いた数値のため参考となるが、前述の有職者（「常勤」、「非常勤」、

「オーナー」の合計）が 76.5％に対し、「給与・収益」が 80.5％と近い数値を示している。 

 前回の実施結果と比較すると、「給与・収益」が増加し、「生活保護」「なし」がそれぞれ微減している。2020～

2021 年度においては 2019 年度以前と比べてコロナ禍における雇用状況の悪化による収入形態の変化が見られ

たが、2022 年度においては 2019 年度と概ね同傾向となった。 

 

  

給与・収益

80.5%

仕送り・扶養

4.4%

給付 4.6%

生活保護 7.0%
なし 3.4%

給与・収益

76.5%

仕送り・扶養

5.3%

給付 4.1%

生活保護 8.7%

なし 5.4%

給与・収益

75.4%

仕送り・扶養

3.7%

給付 5.2%

生活保護 9.3%

なし 6.4%

給与・収益

80.9%

仕送り・扶養

4.8%

給付 4.5%

生活保護 4.1%

なし 5.7%
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１.２.１.６ 併存する状態（ギャンブル等依存症以外に抱えている問題） 

 

相談者の併存状態 

（2022 年度：4,134 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：2,448 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：3,215 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：2,172 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年度：相談全体のうち、「併存状態不明」又は「回答拒否」を除いた相談者が対象 

 

対象件数である 3,215 件のうち、ギャンブル等依存症と併存している問題がある回答は、「問題なし」を除いた

2,319 件の 42.5％である。そのうち、「精神障害」が 1,427 件で 34.5％となっている。 

我が国における一般人口に占める精神障害の比率は 3.3％程度である（「令和４年版 障害者白書」：内閣

府ホームページより）。単純比較のみでは確定的な結論は得られないが、「不明」「回答拒否」の中に併存問題を有

する方の割合の方が大きいことが推測される。したがって、実際の精神障害併存率は 34.5％よりも高いと考えられる。 

なお、2021 年度に新たに聴取項目化した「適応障害」については 2021 年度、2022 年度ともに 0 件であった

が、今後の推移を見守る必要がある。 

（参考） 

【2022 年度】相談件数 6,819 件中、「併存状態不明」又は「回答拒否」は 2,685 件（39.4％） 

【2021 年度】相談件数 5,276 件中、「併存状態不明」又は「回答拒否」は 2,061 件（39.1％） 

【2020 年度】相談件数 3,965 件中、「併存状態不明」又は「回答拒否」は 1,517 件（38.3％） 

【2019 年度】相談件数 3,955 件中、「併存状態不明」又は「回答拒否」は 1,783 件（45.1％） 

  

精神障害

34.5%

アルコール 1.1%

DV加害 0.4%
DV被害 0.1%
虐待被害 0.6%
虐待加害 0.1%
薬物 0.1%
適応障害 0.0%

問題なし

57.5%

その他

5.6%

精神障害

30.3%
アルコール 1.8%

DV加害 0.6%
DV被害 0.1%

虐待被害 0.6%

虐待加害 0.0%

薬物 0.1%

適応障害 0.0%

問題なし

59.1%

その他

7.3%

精神障害

30.4%

アルコール 2.3%

DV加害 1.3%
DV被害 0.4%
虐待被害 0.3%

虐待加害 0.0%

薬物 0.3%

問題なし

59.5%

その他

5.4%

精神障害

17.5%

アルコール 2.6%

DV加害 0.6%

DV被害 0.5%

虐待被害 0.3%

虐待加害 0.3%

薬物 0.2%

問題なし

67.8%

その他

10.0%
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１.２.１.７ 債務整理経験 

 

相談者の借金有無/債務整理経験 

（2022 年度：4,718 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：2,630 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：3,546 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：2,460 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年度：相談全体のうち、「債務整理経験不明」を除いた相談者が対象 

 

対象件数である 4,718 件のうち、債務整理経験「有り」が 2,026 件で 42.9％、現在借金「有り」は 3,022 件

で 64.0％を占めている。なお、借金をしていない範囲の相談者は 1,696 件で 35.9％と、少なからずいる。 

債務整理経験があり、現在も借金をしている人は 1,625 件で、全体に占める割合としては 34.4％である。ただ

し、債務経験者 2,026 件に対する割合としては 80.2％にのぼる。 

2021 年度以前に比べ、「債務整理経験有り・現在借金有り」が増加し、「債務整理経験無し・現在借金有り」

「債務整理経験無し・現在借金なし」は相対的に減少している。 

  

債務整理

経験有り・

現在借金有り

34.4%

債務整理

経験無し・

現在借金有り

29.6%

債務整理

経験有り・

現在借金なし

8.5%

債務整理

経験無し・

現在借金なし

27.4%

債務整理

経験有り・

現在借金有り

24.5%

債務整理

経験無し・

現在借金有り

34.9%

債務整理

経験有り・

現在借金なし

8.3%

債務整理

経験無し・

現在借金なし

32.3%

債務整理

経験有り・

現在借金有り

25.4%

債務整理

経験無し・

現在借金有り

33.4%

債務整理

経験有り・

現在借金なし

8.8%

債務整理

経験無し・

現在借金なし

32.4%

債務整理

経験有り・

現在借金有り

27.6%

債務整理

経験無し・

現在借金有り

30.7%

債務整理

経験有り・

現在借金なし

10.5%

債務整理

経験無し・

現在借金なし

31.2%
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１.２.１.８ 案内先及び案内内容の割合 

 

「サポートコール」では相談内容に応じて専門スタッフが解決策やアドバイスを実施するほか、必要に応じてカウンセリ

ング案内や外部機関への案内も実施しており、傾聴のみの応対や、傾聴が不十分なまま外部機関を案内する「案

内優先主義」を克服課題と認識し、「アドバイス（問題解決）優先主義」への転換を目標に掲げている。 

2018 年度、2019 年度のコールログを分析した結果、専門スタッフは相談者や相談対象者の話を傾聴し、多種

多様な状況に応じた複数の解決策やアドバイスを主体に、必要があれば適宜案内を行っている等の改善状況を伺い

知ることができた。 

そのため、2019 年度、2020 年度のコールログを再分類し、複数の応対を行っている状況に則した集計処理を行

い分析することとした。そのため、単一の応対を行っているものとして処理している 2018年度、2019年度に発表した

アニュアルレポートに記載している項目名や数値と異なる点がある（※項目の対応については下表参照）。 

 

 

 

 

  

2019年度以前の分類内容

医療機関 医療機関

自助グループ 自助グループ

法的機関 法的機関

行政機関 行政機関

面談カウンセリングの案内

お金の管理・使い方のアドバイス

ギャンブルのやり方についてアドバイス

代替行動をおすすめ

本人への接し方について(家族からの入電の場合)

本人への接し方について(家族以外からの入電の場合)　※2021年度新規項目

受診の目安を伝えた

心理教育を実施した

主治医への相談を進める

その他アドバイスなどを行った

傾聴のみ(案内・解決策・アドバイスは行っていない)

その他(ギャンブル等依存症に関連する入電だが、上記以外の対処方法)

利用対象外(かけなおしの依頼、問い合わせなど)

不明、無回答(通話時間が２分未満、相談内容なし、回答内容なし、途中切電など)

その他

紹介なし

解決策・

アドバイス

案内

2020年度以降の分類内容
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案内先及び案内内容の割合 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,965 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：3,955 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サポートコール」への相談件数のうち、23.2％にリファー先の案内を実施している。2019 年度では 17.4％、

2020 年度では 15.6％、2021 年度では 15.8％となっており、案内の割合は横ばいでの推移となっていたが、

2022 年度では 5pt 以上の増加となっている。その内訳については、「案内のみ」が 13.0％、「案内と解決策・アドバ

イスの両方」が 10.2％と、「案内のみ」が 5pt 以上の増加となっているものの、「案内と解決策・アドバイスの両方」も

同水準を維持している。 

 

  

案内のみ

13.0%

案内と解決

策・アドバイス

の両方

10.2%

解決策・アド

バイスのみ

71.3%

傾聴のみ 1.3%
その他 0.8% 不明、無回答 3.4% 案内のみ 5.4%

案内と解決

策・アドバイス

の両方

10.3%

解決策・アド

バイスのみ

70.5%

傾聴のみ 1.5%

その他 1.2%

不明、無回答 11.0%

案内のみ 4.2%

案内と解決

策・アドバイス

の両方

11.4%

解決策・アド

バイスのみ

69.0%

傾聴のみ 2.5%

その他 0.7%

不明、無回答 12.3%

案内のみ

15.1%

案内と解決

策・アドバイス

の両方

2.3%

解決策・アド

バイスのみ

65.8%

傾聴のみ 6.5%

その他 1.3%

不明、無回答 9.0%
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主な案内先は「医療機関」が 10.9％、「行政機関」が 7.6％、「自助グループ」が 6.0％となっている。 

2021 年度以前に比べ、入電件数や相談件数は大幅に増加しているものの大きな変化は見られないことから、相

談者の入電目的である悩みや不安への直接的な対応だけでなく、傾聴の中で得られる相談者が背景に抱えている

問題（金銭問題や家庭間不和、就労・疾病状況、犯罪等）について必要に応じて適切な案内先へ繋げる体制が

維持されていることがうかがえる。その中でも直近4年間の推移状況としては、「医療機関」が微減傾向にあり、「自助

グループ」「面談カウンセリングの案内」が微増傾向にある。また、「行政機関」への案内は 2021 年度から 1.2pt 微

増している。 

 

  

医療機関

行政機関

自助グループ

面談カウンセリングの案内

法的機関

10.9％

7.6％

6.0％

1.5％

1.3％

11.7％

6.8％

5.7％

1.4％

2.3％

12.9％

9.5％

5.1％

1.1％

1.9％

10.4％

2.4％

4.4％

0.4％

4.2％

0％ 5％ 10％ 15％

今回：2022年度(6,819件)

前回：2021年度(5,276件)

2020年度(3,965件)

2019年度(3,955件)
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主な案内内容は「代替行動をおすすめ」が 23.5％、「本人への接し方について（家族からの入電の場合）」が

13.6％となっている。2020 年度に項目化した「主治医への相談を勧める」は 6.1％が該当した。 

2021 年度以前に比べ、「お金の管理・使い方のアドバイス」が微増傾向にある。この増加傾向の背景の一因とし

ては、就労者や収入源のある相談者や、債務整理経験のある方や現在借金のある方が多数派である相談者が多く

かつ増加傾向であることによる影響も考慮される。 

また、2021 年度には新たに、上位項目の「本人への接し方について」について入電者が家族か、家族以外かに

よって分類を細分化した。「本人への接し方について（家族からの入電の場合）」が 13.6％に対し、「本人への接し

方について（家族以外）」は 0.0％（1件）と、主に家族について「サポートコール」へ相談された方に対する対応で

あることがわかった。 

ただし、そのうえでもなお「その他アドバイスなどを行った」が 23.5％となっており、2021 年度と同程度を示している。

「サポートコール」の専門スタッフが入電者個々のニーズに応じた細やかな対応を行っていることが伺える一方、今後も

精緻化していくことで入電・相談の実態がより明確化できると考えられる。 

  

代替行動をおすすめ

本人への接し方について(家族からの入電の場合)

お金の管理・使い方のアドバイス

ギャンブルのやり方についてアドバイス

心理教育を実施した

主治医への相談を進める

受診の目安を伝えた

本人への接し方について(家族以外)

その他アドバイスなどを行った

23.5%

13.6%

10.7%

8.9%

6.1%

3.7%

2.3%

0.0%

23.5%

25.7％

13.7％

9.7％

8.5％

6.1％

4.1％

3.9％

0.0％

23.0％

26.6％

15.5％

8.1％

9.7％

5.4％

4.4％

3.1％

項目化なし

20.9％

27.1％

13.6％

7.6％

11.6％

2.1％

項目化なし

2.3％

項目化なし

4.7％

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

今回：2022年度(6,819件)

前回：2021年度(5,276件)

2020年度(3,965件)

2019年度(3,955件)
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１.２.１.９ カウンセリング活用状況 

 

相談者の面談カウンセリング申込状況 

（2019 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度の1年間の「サポートコール」相談件数6,819件のうち、面談カウンセリングの申込があった件数は 53

件で、2023 年 1 月は最も多く 8 件となっている。 

面談カウンセリングの申込があった件数の割合は、2022 年度は 0.8％と、2021 年度以前に比べて微減している。

2022 年度は 2021 年度に比べて相談件数は約 1,500 件増加しているものの、面談カウンセリングの申込件数は

17 件減少したことによる比率の低下である。 

また、2019 年度以降、相談者に対して具体的なアドバイスを多く行ってきているため、すぐに専門家との面談カウ

ンセリングに結び付ける必要性がなくなったことが一因と推測できる。つまり「ワンストップ型対応」を前面に出したことに

よる影響が考えられる。したがってカウンセリングの適応者、すなわち家族葛藤や対人関係ストレスを抱えた相談者に

対して的を絞ったカウンセリングへの導入が必要である。そのためには相談者の背景情報の一層の評価が求められる。 

  

件数 290 423 281 352 287 280 273 313 312 370 427 347 216 256 405 447 374 402 358 325 249 270 330 333 269 335 393 488 522 541 468 450 453 465 425 466 478 644 564 577 555 610 562 543 481 600 539 666

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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１.２.１.10 相談の補足情報 

 

相談の時間帯 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,965 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：3,955 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち、約 6割（4,036 件）が 9時から 20時までに行われたものだが、20時から翌 9時までの相談

件数が占める全体の割合も約 4 割（2,783 件）を占めている。 

2021 年度以前に比べ、20 時から翌 9 時までの相談が増加しており、24 時間体制での相談受付により、深夜

時間帯での相談の受け皿を担っている状況が伺える。 

  

9時台～

19時台

59.2%

20時台～

8時台

40.8%

9時台～

19時台

64.2%

20時台～

8時台

35.8%

9時台～

19時台

66.2%

20時台～

8時台

33.8%

9時台～

19時台

62.6%

20時台～

8時台

37.4%
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男女別の相談の時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数全体の約 7 割を占める男性による相談は、17 時台から 22 時台の夜間に集中している。一方、女性

による相談は9時台から21時台にかけてほぼ一定の件数で推移している。前回までと同様に、男性は仕事が終わっ

た後、女性においては家族がいない時間に相談の電話をかけることが多いのではないかと考えられる。 

なお、2021 年度以前の実施結果と比較しても、男性、女性それぞれが電話をかける背景考察については変わら

ない。 
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相談時間の長さ/10 分単位 

（2022 年度：6,819 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：5,276 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：3,965 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：3,954 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より多くの相談者に対応できるよう、「サポートコール」の専門家たちは相談者の相談内容に合わせて効率的かつ有

効的な相談を行っている。そのため、年間の相談件数 6,819 件のうち、49.1％の相談は 20 分未満に完了してい

る。 

また、場合によっては、相談者の相談内容を踏まえて、より時間をかけた相談対応となるが、20-29 分で完了した

相談は 29.5％、30-39 分で完了した相談が 12.9％と、全体の 91.5％が 40 分未満の時間で終了している。 

2021 年度に比べて、10 分未満が微減し、20 分未満が微増しているものの、全体的な傾向や 20 分以上の各

区分では目立った変化は見られない。相談件数が増加している中でも、長時間の相談割合は最小に維持できてい

ることがわかる。このことから、「サポートコール」の専門家たちのスキルがさらに高まっていることがわかる。 
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男女別の相談時間の長さ/10 分単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性相談者のうち、52.2％が 20 分未満の相談であるのに対し、女性相談者の 58.9％が 20 分以上の相談で

あり、全体的に男性より女性の相談時間が長い傾向にある。これは、男性に比べて女性相談者の相談対象は家

族・友人である割合が高く、家族・友人は本人よりも切迫感や危機感が高いことに加えて、本人への怒りや恨み等の

不満が蓄積しているためであると考えられる。 

なお、2021 年度に比べて大きな変動は見られない。 
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我が国のギャンブルは、広義的にはパチンコや公営競技だけでなく、FX・株なども含まれており、10

以上の種類がある。「サポートコール」への相談も、全種類のギャンブルが網羅されている。比較的相

談件数の多い、「パチンコ・スロット」、「競馬・ボートレース・競輪・オートレース」（公営競技類）、「そ

の他」は、主に、株・FX、カジノ、仮想通貨、toto、宝くじ、ゲーム、スマートフォン、インターネット、

SNS、不明などが含まれる。 

 

ギャンブル種類別の相談割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数のうち「パチンコ・スロット」の相談が最も多く、66.2％を占めている。前回までにおいても「パチンコ・スロット」

が最多である点は同様だが、2019 年度をピークに微減傾向が続いており、新型コロナウイルス感染症の流行拡大に

伴う休業や時短営業が多少の影響を及ぼしていると推測できる。 

公営競技については、「競輪」が 2019 年度から継続的に微増傾向にある。「競馬」「オートレース」は 2021 年度

から微増し、「ボートレース」は 2020 年度の微増以降高止まりしている。また、「その他」は 2019 年度以降ほぼ同

程度での推移となっていたが、2022 年度は増加している。 
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「その他」ギャンブル種類の内訳 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「その他」のうち、不明を除いた 1,089 件が対象） 

 

 

（前回：2021 年度） 

 

 

 

 

 

 

（「その他」のうち、不明を除いた 627 件が対象） 

 

（2020 年度） 

 

 

 

 

 

 

（「その他」のうち、不明を除いた 428 件が対象） 

 

「その他（不明を除く）」ギャンブル種類のうち、「カジノ」が 44.0％で最も多く、投機関連は 30.0％でそのうち

「株・FX」が 26.9％を占める。「ゲーム」が 5.9％、「インターネット」が 3.3％といったゲーム関連は 10.6％、賞金関

連は 19.3％を占める結果となった。 

「株・FX」などは、「パチンコ・スロット」や公営競技に比べてギャンブルとしての自覚が低いため重症化しやすいと思わ

れる。2019 年度までは、投機関連が群を抜いて高く、ゲーム関連及び「カジノ」が同程度で推移していたが、2020

年度と 2021 年度では「カジノ」が増加し最も多く、投機関連及びゲーム関連はいずれも減少した。2022 年度にお

いても「カジノ」は前回同様の結果であるものの、投機関連が減少し、賞金関連が相対的に増加しており、これらの動

向は今後も推移を見守る必要があるといえる。 
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１.２.１.11 認識経路 

 

公式ホームページ利用状況 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページに訪れた利用者のアクセス数/訪問者数/閲覧数は、月による変動が大きく、2022 年 5 月、7

～8月は特に増加している。2022 年度は年度初めの 2022 年 4月、6月にアクセス数/訪問者数/閲覧数が落ち

込んでいる。 

※グラフ内では、年度初めの 4 月、年度末の 3 月はアクセス数/訪問者数/閲覧数とも表示。 

それ以外の月については、アクセス数/訪問者数＝50,000 件以上、閲覧数=150,000 件以上のみ表示して

いる。 

 

※アクセス数：ユーザーがサイトに訪れてから離れるまでの一連の流れを示す。 

（サイトに訪れたユーザーの訪問回数を表わす。） 

※訪問者数：ある期間中にサイトを訪れた、異なる（ユニーク）ユーザー数を表す。 

（同じユーザーが同じ期間中に複数回サイトを訪れても、ユーザー数は 1 回とカウントされる。） 

※閲覧数：サイトがどのくらい閲覧されたかを測る一般的な指標で、サイトのページが何ページ閲覧されたかの回数を表わす。 

（例：「ページ A」→「ページ B」→「ページ A」と遷移した場合、「ページ A」の閲覧数は 2回とカウントされる。） 
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公式ホームページへの流入経路 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブ広告の内訳 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページに訪れた利用者の流入経路として、バナー広告などの「ウェブ広告」を経由してサイトにアクセスし

た割合が全体の 84.5％を占め、「ウェブ検索」が 9.7％、「その他（SNS、メルマガ等）」が 5.8％となっている。 

2022 年度においては、各月とも「line / line」「instagram / instagram」「google/(バナー広告)」が 8 割前

後を占めているが、12 月は「yahoo/(ディスプレイ広告)」が 2 割を占め、「line / line」の占める割合が相対的に減

少している。 

HP利用者の少ない 4 月、6 月を他の月と比べると、「line / line」からの流入の少なさが要因と考えられる。また、

利用者の多い 7～8 月を他の月と比べると、「line / line」「instagram / instagram」からの流入の多さが要因と

考えられる。ただし、比率としては 7～11 月で同程度のため、継続的な出稿による周知啓蒙効果も一因である。  
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利用端末別のアクセス状況 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページに訪れた利用者の利用端末は、スマートフォンや携帯などの「モバイル」が全体の95.5％を占め、

身近な端末を使用した情報収集が主流となっている。 

 

 

 

新規/リピーター別のアクセス状況 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページに訪れた利用者は、新規ユーザーが全体の 73.6％を占めており、バナー広告などインターネット

を通じた効果的な周知啓発によって認知度が向上しているといえる。 
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年齢別のアクセス状況 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページに訪れた利用者の年齢は、40代前半までが全体の66.3％、50代前半まででは 83.6％を占

めている。この構成比は、相談者の年代の割合と概ね同様の傾向である。 

 

 

男女別のアクセス状況 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページに訪れた利用者の性別は、男性が全体の 53.8％、女性が全体の 46.2％を占めている。相談

者の性別の割合に比べると男性が低く、女性が高い。 

（相談者の性別の割合：男性 72.2％、女性 27.8％） 
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ページ別の閲覧割合 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ランディングページ1 

 

ページ別の閲覧平均時間 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページに訪れた利用者の閲覧ページは、訪問者が最初にアクセスしたページを指す「ランディングページ」

が 68.7％で最も高い。次いで「マンガで解説ギャンブル依存症」が 5.7％、『マンガで解説！ギャンブル依存症』のうち 

(仕事をサボる)が 4.0％と続く。 

訪問者が最も時間をかけて見ているページは「ギャンブル依存症とは」の平均 74 秒で、全体の 17.7％を占めてい

る。その他としては、「トップページ」の平均 57 秒（全体の 13.6％）、「マンガで解説ギャンブル依存症」の平均 50

秒（全体の 12.1％）が閲覧時間の長いページとして続く。 

  

 

1 ランディングページとは、web 広告等により公式ホームページに流入したページ。 
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１.２.１.12 実施施策の効果 

 

広告費 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前回：2021 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度と 2022 年度の広告費は上記の通り。広告費の合計額は各月表示し、媒体別の広告費は 300，

000 円以上のみ表示している。 

2021 年度は Google、Instagram を中心とした 4 媒体に対して月平均 105 万円程度の出稿額であったのに

対し、2022年度では LINE を加えた 5媒体で月平均113万円程度の出稿額となっている。1媒体あたりの月ごと

の広告費の変動幅が 2021 年度に比べて小さくなっている。 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2022年 2023年

1,019,863

1,308,924

1,024,229

1,304,746
1,305,336

1,030,591

1,029,559

1,029,341

1,483,958

1,027,535

1,020,068

1,028,947

300,137
366,007

0円

200,000円

400,000円

600,000円

800,000円

1,000,000円

1,200,000円

1,400,000円

1,600,000円

Yahoo! Google LINE YouTube Instagram 合計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2021年 2022年

455,105

366,327 359,546

454,436

300,000

400,000

300,000 300,208 300,000 300,005

400,000

300,001

363,839

949,173

1,229,758

942,470

1,222,7121,207,006

937,948

951,617

939,590

1,404,526

949,415

941,918

939,008

0円

200,000円

400,000円

600,000円

800,000円

1,000,000円

1,200,000円

1,400,000円

1,600,000円

Yahoo! Google Twitter YouTube Instagram 合計



  

44 

 

 

コンバージョン（リンクタップ）数 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前回：2021 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度と 2022 年度のコンバージョン（リンクタップ）数は上記の通り。合計回数は各月表示し、媒体別のコ

ンバージョン数は 100 回以上のみ表示している。 

2021 年度は 4～8 月にかけて YouTube で 100 回以上が継続している。また、7～8 月は Instagram からも

100 回以上となっている。2022 年度では、7～10 月にかけて YouTube で 100 回以上が継続している。これに加

え、2021 年度、2022 年度とも Google でのコンバージョン数が多くなっている。 

全媒体の月平均回数は、2021年度で 507回、2022年度で 619回となっている。2022年度の媒体別月平

均回数を 2021 年度に比べると、Yahoo!（約 45 回）、YouTube（約 95 回）、Instagram（約 15 回）で

は大きな差は見られなかったものの、Google で約 70 回増加しており、これに LINE の 40 回が加わったことによる影

響である。 
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コンバージョン（リンクタップ）1 回あたりの広告費（推計） 

（2021 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンバージョン（リンクタップ）数 1 回あたりの広告費（費用÷コンバージョン数）は上記の通り。金額が低くなるほ

ど、より少額でコンバージョン数を得られていることを示している。 

月別の合計額を見ると、2021年度では 7月が 1,433円で最も低く、12月が 2,890円で最も高い。年間の月

平均額は 2,073 円となっている。これに対し 2022 年度では、9 月が 1,347 円で最も低く、12 月が 2,421 円で

最も高い。年間の月平均額は 1,832円となっている。2021年度に比べ、4～6月は月平均額が上回る結果となっ

たものの、7 月以降は下回っており費用対効果を高めていることがわかる。 

媒体別に年間の月平均額を見ると、Instagramが 20,000円前後で最も高い。次いで、LINEが約7,000円、

Yahoo!が 3,000 円前後、YouTube が 2,500 円前後、Google が 1,000 円未満となっている。2022 年度は

いずれの媒体においても 2021 年度に比べて費用対効果を高めている。 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
合計

(平均)

2022年度 4,595 2,587 2,459 2,106 2,192 2,439 3,160 3,295 3,738 3,250 3,155 3,101 2,817

2021年度 3,433 3,513 2,953 2,573 2,280 3,009 3,901 4,372 3,880 3,806 4,511 5,479 3,163

差 +1,162 -926 -494 -467 -88 -571 -741 -1,077 -143 -557 -1,356 -2,379 -347

2022年度 880 820 656 443 476 486 592 825 910 702 802 809 664

2021年度 791 983 735 628 735 721 935 1,226 1,398 1,303 1,062 984 906

差 +89 -163 -79 -186 -259 -235 -343 -401 -488 -601 -261 -175 -242

2022年度 2,719 3,617 2,133 2,144 2,313 1,817 1,476 2,183 2,775 1,995 2,142 2,488 2,257

2021年度 2,710 1,868 1,756 1,836 2,400 4,252 4,109 3,272 3,871 2,934 4,368 5,964 2,868

差 +9 +1,749 +377 +309 -88 -2,435 -2,632 -1,089 -1,096 -939 -2,226 -3,477 -612

2022年度 15,385 17,595 15,433 13,049 12,976 14,249 19,999 22,094 19,772 18,181 24,979 33,330 17,241

2021年度 60,000 44,444 15,000 27,254 17,659 15,789 23,077 13,637 21,053 27,272 21,429 24,999 22,093

差 -44,615 -26,850 +433 -14,204 -4,683 -1,540 -3,077 +8,458 -1,280 -9,091 +3,550 +8,331 -4,852

LINE 2022年度 8,775 5,550 6,183 4,214 3,954 6,464 6,350 10,490 11,368 15,162 6,987 10,086 6,856

2022年度 2,307 2,389 1,707 1,418 1,497 1,347 1,539 2,118 2,421 1,913 2,040 2,157 1,832

2021年度 1,949 1,901 1,614 1,433 1,631 1,906 2,379 2,708 2,890 2,768 2,661 2,675 2,073

差 +358 +488 +93 -15 -134 -559 -840 -590 -469 -855 -621 -518 -241

Yahoo!

Google

YouTube

Instagram

合計
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ウェブ広告からの流入 1 件あたりの広告費（推計） 

（2021 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブ広告からの流入 1 件あたりの広告費（費用÷ウェブ広告からの流入件数）は上記の通り。金額が低くなる

ほど、より少額で HP への流入件数を得られていることを示している。 

月別の合計額を見ると、2021 年度では 2 月が 27 円で最も低く、4 月が 40 円で最も高い。年間の月平均額

は33円となっている。これに対し 2022年度では、1月が 18円で最も低く、6月が 32円で最も高い。年間の月平

均額は 23 円となっている。2021 年度に比べ、6 月は月平均額がほぼ同程度となったものの、その他の月は下回っ

ており費用対効果を高めていることがわかる。 

媒体別に年間の月平均額を見ると、YouTube が 100 円前後で最も高い。次いで、Yahoo!が 30 円前後、

Google が 25 円前後、Instagram が 20 円前後、LINE が 15 円となっている。2022 年度は Google では年

間の月平均額が 7 円高くなったが、その他の媒体においては 2021 年度に比べて費用対効果を高めている。 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
合計

(平均)

2022年度 30 29 29 31 29 31 32 30 20 26 29 23 27

2021年度 30 30 30 27 29 33 32 32 34 27 30 32 30

差 -0 -1 -1 +4 +0 -3 -0 -2 -14 -1 -1 -9 -3

2022年度 24 31 34 34 34 39 38 35 30 20 24 34 30

2021年度 23 19 19 21 25 25 28 25 28 26 20 23 23

差 +1 +11 +16 +13 +9 +14 +9 +9 +2 -7 +4 +11 +7

2022年度 88 104 106 118 130 78 66 84 88 66 67 81 88

2021年度 95 70 80 105 100 110 114 111 129 105 119 138 103

差 -7 +35 +26 +13 +29 -32 -47 -27 -41 -39 -52 -57 -15

2022年度 17 19 19 16 12 13 15 16 19 15 18 18 16

2021年度 54 55 41 37 34 34 29 23 20 18 18 21 28

差 -37 -36 -22 -21 -22 -21 -14 -7 -1 -4 -1 -3 -12

LINE 2022年度 30 30 35 13 12 14 13 14 16 12 13 13 15

2022年度 27 31 32 23 20 21 22 23 24 18 20 22 23

2021年度 40 32 33 32 34 37 37 33 31 29 27 31 33

差 -13 -2 -0 -9 -14 -16 -16 -10 -7 -11 -6 -9 -9

Yahoo!

Google

YouTube

Instagram

合計
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入電件数/相談件数 1 件あたりの広告費（推計） 

（2021 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

入電件数および相談件数 1 件あたりの広告費（費用÷入電件数または相談件数）は上記の通り。金額が低く

なるほど、より少額でサポートコールへの入電・相談に繋がっていることを示している。 

入電件数について、月別の合計額を見ると、2021 年度では 9 月が 1,558 円で最も低く、5 月が 3,279 円で

最も高い。年間の月平均額は 2,153 円となっている。これに対し 2022 年度では、3 月が 1,347 円で最も低く、

12 月が 2,859 円で最も高い。年間の月平均額は 1,804 円となっている。2021 年度に比べ、8月は月平均額が

114 円上回ったものの、その他の月は下回っており費用対効果を高めていることがわかる。 

相談件数について、月別の合計額を見ると、2021 年度では 9 月が 1,734 円で最も低く、5 月が 3,671 円で

最も高い。年間の月平均額は 2,391 円となっている。これに対し 2022 年度では、3 月が 1,545 円で最も低く、

12 月が 3,085 円で最も高い。年間の月平均額は 1,996 円となっている。2021 年度に比べ、8月は月平均額が

40 円上回ったものの、その他の月は下回っており、入電件数と同様に費用対効果を高めていることがわかる。 

 

入電件数/相談件数 1 件あたりのコンバージョン（リンクタップ）数（推計） 

（2021 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

入電件数および相談件数 1 件あたりのコンバージョン（リンクタップ）数（コンバージョン数÷入電件数または相談

件数）は上記の通り。入電または相談 1 件に必要と考えられるコンバージョン数を推計している。 

入電件数について、月別の合計回数を見ると、2021年度では 3月が 0.68回で最も低く、5月が 1.73 回で最

も高い。年間の月平均回数は 1.04 回となっている。これに対し 2022 年度では、3 月が 0.62 回で最も低く、7 月

が 1.49 回で最も高い。年間の月平均回数は 0.98 回となっており、2021 年度に比べ、入電 1 件のために必要な

コンバージョン数が僅かに低減している。 

相談件数について、月別の合計回数を見ると、2021年度では 1月が 0.74回で最も低く、5月が 1.93 回で最

も高い。年間の月平均回数は 1.15 回となっている。これに対し 2022 年度では、3 月が 0.72 回で最も低く、7 月

が 1.59 回で最も高い。年間の月平均回数は 1.09 回となっており、2021 年度に比べ、入電 1 件のために必要な

コンバージョン数が僅かに低減している。入電件数に比べ、相談件数は約 0.1 回分高い。  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
合計

(平均)

2022年度 1,943 1,849 1,668 2,115 2,133 1,522 1,626 1,716 2,859 1,547 1,659 1,347 1,804

2021年度 3,262 3,279 2,099 2,303 2,018 1,558 1,749 1,883 2,861 1,888 2,052 1,820 2,153

差 -1,319 -1,431 -431 -188 +114 -36 -123 -167 -1 -340 -393 -473 -350

2022年度 2,134 2,032 1,816 2,261 2,352 1,689 1,832 1,896 3,085 1,713 1,893 1,545 1,996

2021年度 3,529 3,671 2,392 2,506 2,312 1,734 2,033 2,088 3,100 2,042 2,216 2,015 2,391

差 -1,395 -1,638 -576 -244 +40 -44 -201 -192 -15 -329 -324 -470 -395

入電件数

相談件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
合計

(平均)

2022年度 0.84 0.77 0.98 1.49 1.42 1.13 1.06 0.81 1.18 0.81 0.81 0.62 0.98

2021年度 1.67 1.73 1.30 1.61 1.24 0.82 0.74 0.70 0.99 0.68 0.77 0.68 1.04

差 -0.83 -0.95 -0.32 -0.12 +0.19 +0.31 +0.32 +0.11 +0.19 +0.13 +0.04 -0.06 -0.05

2022年度 0.92 0.85 1.06 1.59 1.57 1.25 1.19 0.90 1.27 0.90 0.93 0.72 1.09

2021年度 1.81 1.93 1.48 1.75 1.42 0.91 0.85 0.77 1.07 0.74 0.83 0.75 1.15

差 -0.89 -1.08 -0.42 -0.15 +0.15 +0.34 +0.34 +0.12 +0.20 +0.16 +0.09 -0.04 -0.06

入電件数

相談件数
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１.２.２. SMS アンケート調査結果 

１.２.２.１. 単純集計結果－SMS アンケート調査結果 

 

1 週間あたりのギャンブルへの参加日数 

 

（相談時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 週間あたりのギャンブルへの参加日数は、「サポートコール」相談時の平均日数が 3.57 日であったのに対し、

SMS アンケート回答時には 2.48 日と、約 1 日減少している。「毎日」の割合が 26.8％から 16.0％に減少した点

と、「参加していない」割合が20.8％から 33.3％に増加した点から、支援センターの介入により 1週間あたりのギャン

ブル参加日数が減少していることがわかる。 

 

 

ギャンブルへの費用 

 

（相談時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブルへの費用は、「0 円」の割合が 5.8％から 22.8％に増加した点、「～1 万円以下」「～2 万円以下」の

割合の合計が微増した点、「～4 万円以下」から「100 万円超」の割合の合計が減少した点から、支援センターの介

入により 1 か月あたりのギャンブル費用が減少していることがわかる。 
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ギャンブルへの参加衝動 

 

（相談時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブルへの参加衝動（0 点：参加したくなる衝動がない～10 点：参加したくなる衝動がある）は、「サポート

コール」相談時の平均点が7.33点であったのに対し、SMSアンケート回答時には5.30点と、約2点減少している。

「10 点」の割合が 34.5％から 16.5％に減少した点と、「0 点」の割合が 7.3％から 11.8％に増加した点からも、

支援センターの介入によりギャンブルへの参加衝動が軽減されていることがわかる。 

 

 

ギャンブルに参加しない自信 

 

（相談時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答時：400 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブルに参加しない自信（0 点：参加しない自信がない～10 点：参加しない自信がある）は、「サポート

コール」相談時の平均点が3.74点であったのに対し、SMSアンケート回答時には4.76点と、約1点増加している。

「0 点」の割合が 29.5％から 14.3％に減少した点と、「10 点」の割合が 10.0％から 11.3％に増加した点からも、

支援センターの介入によりギャンブルへの参加衝動が軽減されていることがわかる。 
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実際に克服するために行った対処法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に克服するために行った対処法の有無については、「特にない」が 23.3％と、全体の 76.7％がいずれかの対

処法があったと回答している。具体的な対処法としては、「生活習慣の見直し」が 32.5％、「医療機関を受診」が

20.5％、「金儲けの方法を探す」が 19.5％、「スポーツ・ジムなどの運動」が 13.3％、「自助グループなど民間支援

団体に相談」「精神保健福祉センターに相談」がそれぞれ 11.3％と続く。個人的な対処として生活習慣が最も高い

が、医療機関、民間支援団体、精神保健福祉センターなどの専門機関への受診・相談も上位に上がっている。 

 

ギャンブルの頻度、費用が減少した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブルの頻度、費用について、「頻度や費用が減少しなかった」が 14.5％と、全体の 85.5％が減少したと回答

している。そのうち、「特にない」が 14.3％と、全体の 71.2％はいずれかの理由があると回答している。具体的な理由

としては、状況要因である「お金がなくなった」が45.3％と突出している。次いで、主体要因である「家族・友人に協力

してもらった」が 20.8％、代替行動につながる「他に楽しみが見つかった」が 15.0％と上位に続いた。 
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１.２.２.２. ヒストグラム 

SMS アンケート回答者全体である 400 名について、数量回答質問（参加日数、費用、参加衝動、参加しない

自信の 4問）における回答が「サポートコール」への相談前後でどの程度増減したか、度数分布の状況を下記に示し

た。 

 

SMS アンケート回答者全体（各 n=400） 

（参加日数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参加衝動） 

 

 

 

 

 

 

 

（費用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参加しない自信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加日数については、横軸の階級幅（データ区間）を 1 日単位としている。400 件中 203 件が「±0」に分類さ

れるが、+要素である「-1」～「-7」が合計 153 件、-要素である「1」～「7」が合計 44 件と、4 割近くが+要素の結

果を得られている。 

費用については、横軸の階級幅（データ区間）を 10 万円単位としている。400 件中 175 件が「±0」に分類さ

れるが、+要素である「-10」～「-100」が合計 177 件、-要素である「10」～「100」が合計 48 件と、4 割半ばが+

要素の結果を得られている。「-100」が 81 件と比較的多くなっているが、これは相談時に多額の費用をギャンブルに

費やしていた方が回答時に費用を大幅に抑えられるようになっていたケースが一定数見られたことによる影響である。 

参加衝動については、横軸の階級幅（データ区間）を 1 点単位としている。400 件中 154 件が「±0」に分類さ

れるが、+要素である「-1」～「-10」が合計 210 件、-要素である「1」～「10」が合計 36 件と、半数以上が+要素

の結果を得られている。 

参加衝動についても、横軸の階級幅（データ区間）を 1 点単位としている。400 件中 153 件が「±0」に分類さ

れるが、+要素である「1」～「10」が合計 180 件、-要素である「1」～「10」が合計 67 件と、4 割半ばが+要素の

結果を得られている。 

これらの結果を基に、後述する『３章 SMS アンケート追加分析』において支援センターの介入による改善効果が

見られるか、4 項目の平均値の差の検定（対応のあるｔ検定）を実施する。 
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１.２.３.３. 単純集計結果－SMS アンケート回答者の入電状況 

「サポートコール」へ相談したデータと紐付けが可能な SMS アンケート調査の回答件数は 400 件であり、全相談

件数6,819件の5.9％に相当する。全相談件数に占める割合としては小さいため、SMS アンケート回答者における

特徴的な偏りや、全相談件数と異なる特徴が生じていないか入電状況を比較確認する。 

 

SMS アンケート回答者の相談件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月別に見ると、2022年 4月～2023年 2月にかけて毎月約30～50件程度となっている。各月の相談件数に

占める割合は概ね 5～10％程度となっており、月による偏りは小さいといえる。 

  

2022年 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2023年 1月

2月

3月

32件(6.7%)

32件(5.0%)

46件(8.2%)

38件(6.6%)

45件(8.1%)

30件(4.9%)

40件(7.1%)

31件(5.7%)

37件(7.7%)

42件(7.0%)

27件(5.0%)

0件(0.0%)

478件

644件

564件

577件

555件

610件

562件

543件

481件

600件

539件

666件

0件 200件 400件 600件 800件

SMSアンケート回答者(N=400)

相談件数全体(N=6,819)
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SMS アンケート回答者の曜日別の相談件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数の曜日別の内訳は、各曜日とも 1 割台、祝日は約 5％となっている。 

相談件数全体と比較すると、「月曜日」「土曜日」「日曜日」がやや高いが、平日（月曜日～金曜日）の合計は

64.3％、土日祝の合計は 35.8％となっており、月別の相談件数同様、曜日による偏りも小さいといえる。（相談件

数全体では、平日が 67.9％、土日祝の合計が 32.1％） 

  

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

祝日

14.8％

11.0％

13.5％

13.0％

12.0％

14.5％

15.5％

5.8％

14.1％

13.6％

13.4％

12.8％

14.0％

12.9％

14.4％

4.8％

0% 5% 10% 15% 20%

SMSアンケート回答者(N=400)

相談件数全体(N=6,819)



  

54 

 

 

１.２.２.４. 単純集計結果－SMS アンケート回答者の属性情報、ギャンブリング実態 

前項と同様に、SMS アンケート回答者における特徴的な偏りや、全相談件数と異なる特徴が生じていないか、属

性情報や相談時のギャンブリング実態などを比較確認する。 

なお、本項では SMS アンケート回答者全体と相談件数全体とのスコア比較を行うことで SMS アンケート回答者が

全相談件数に対して偏った抽出がされていないか、SMS アンケートへの回答有無や属性情報同士の関連性がある

か確認する。これらの情報を基に、後述する『３章 SMS アンケート追加分析』においてより精度の高い結果を得られ

る相関分析を実施する。 

 

 

電話を掛けた方の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMS アンケート回答者全体では、本人が直接入電・相談している割合が 85.3％、親族（配偶者、親、子供）

が 11.8％、その他が 3.0％であった。 

本人が直接電話をしてくるケースが一番多い点は相談件数全体と同様の傾向である。ただし、相談件数全体と比

較して「本人」がより高く、「親族」は相対的に低くなっている。 

  

本人

親族

その他

85.3％

11.8％

3.0％

76.4％

20.6％

3.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SMSアンケート回答者(N=400)

相談件数全体(N=6,819)
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電話を掛けた方の属性（本人以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親族」「その他」の本人以外の方から入電した方の属性について、具体的に見ると、「配偶者」が 37.3％で最も

多く、「親」が 25.4％、「知人」が 18.6％、「きょうだい」が 13.6％と続いている。相談件数とほぼ同様の傾向を示し

ているが、SMS アンケート回答者においては、「親」がやや少なく、「きょうだい」「知人」がやや多くなっている。ただし、

SMS アンケート調査においては、本人以外の方からの入電が 59 件と少サンプルであることによる影響も一因として考

えられる。 

  

配偶者

子供

孫

親

祖父母

きょうだい

親戚

親族

上司

同僚

部下

知人

その他

37.3％

1.7％

0.0％

25.4％

0.0％

13.6％

1.7％

0.0％

0.0％

0.0％

0.0％

18.6％

1.7％

36.8％

5.1％

0.1％

31.2％

0.1％

11.8％

2.0％

0.0％

0.2％

0.4％

0.0％

11.5％

0.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

SMSアンケート回答者(N=59)

相談件数全体(N=1,612)
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電話を掛けた方の性別、年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMS アンケート回答者全体では、女性からの入電は 23.5％と、相談件数に比べてやや少ない。SMS アンケート

回答者においては、女性よりも男性の割合が多い「本人」からの入電・相談の割合が相談件数全体よりも多いことに

よる影響と考えられる。 

電話を掛けた方の年代については、20 代が 21.5％、30 代が 32.8％、40 代が 26.8％と、20 代から 40 代が

71.8％と大多数を占める。10 代は全体の 3.0％、60 代以上は全体の 7.4％に留まる。相談件数とほぼ同様の

傾向を示しているが、SMS アンケート回答者においては、「30 代」がやや多く、「50 代」がやや少なくなっている。 

  

性別 男性

女性

年代 10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

76.5％

23.5％

3.0％

21.5％

32.8％

26.8％

11.0％

4.5％

0.5％

0.0％

72.2％

27.8％

2.2％

23.3％

26.3％

22.2％

18.6％

6.0％

1.3％

0.1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SMSアンケート回答者(N=400)

相談件数全体(N=6,819)
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相談対象者の属性（本人以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMS アンケート回答者かつ、本人以外の方が電話を掛けてきた 59 件の相談対象者については、「配偶者」が

37.3％で最も多く、「子供」が 25.4％、「知人」が 18.6％、「きょうだい」が 13.6％と続いている。 

電話を掛けた方の属性の結果から、最も多いのは「配偶者が配偶者について相談」するケースとなっており、次いで

「親が子供について相談」、「知人が知人について相談」するケースと続いていると考えられる。 

先述の電話を掛けた方の属性と同様、全相談件数の傾向と比較すると、「子供」についての相談はやや少なく、

「知人」についての相談が多くなっている。ただし、SMS アンケート調査においては、本人以外の方からの入電が 59 件

と少サンプルであることによる影響も一因として考えられる。 

  

配偶者

子供

孫

親

祖父母

きょうだい

親戚

親族

上司

同僚

部下

知人

その他

37.3％

25.4％

0.0％

1.7％

0.0％

13.6％

1.7％

0.0％

0.0％

0.0％

0.0％

18.6％

1.7％

36.8％

31.2％

0.1％

5.1％

0.1％

11.8％

2.0％

0.0％

0.0％

0.4％

0.2％

11.5％

0.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

SMSアンケート回答者(N=59)

相談件数全体(N=1,612)
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相談対象者の性別、年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMS アンケート回答者全体においても相談件数全体と同様、男性が全体の 86.0％と大多数を占めている。女

性の相談対象は14.0％で、女性による入電・相談件数の全体に占める割合（23.5％）に比べて約10pt 低い。

女性からの入電は、当事者本人としての相談ではなく、相談対象である当事者の家族、恋人、知人としての相談が

多い点は相談件数全体、SMS アンケート調査とも同様といえることがわかる。 

相談対象者の年代については、20 代が 24.3％、30 代が 34.0％、40 代が 26.5％と、20 代から 40 代が

84.8％と大多数を占める。10 代は全体の 2.8％、60 代以上は全体の 4.1％に留まる。相談件数とほぼ同様の

傾向を示しているが、SMSアンケート回答者においては、20～40代がやや多く、60代以上がやや少なくなっている。 

  

性別 男性

女性

年代 10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

86.0％

14.0％

2.8％

24.3％

34.0％

26.5％

8.5％

3.0％

0.8％

0.3％

88.9％

11.1％

2.4％

27.0％

28.4％

21.6％

15.5％

3.8％

1.0％

0.3％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SMSアンケート回答者(N=400)

相談件数全体(N=6,819)
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相談者の知りたい内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談者の知りたい内容としては「やめ（させ）る方法」が 70.3％を占めており、相談件数全体の 60.2％と比較し

て高く、SMS アンケート回答者は「ギャンブルをやめたい、やめさせたい」という意識がより顕著であると考えられる。続い

て「家族の接し方」が 5.0％、「地域の相談先」が 3.3％と続いている 

「サポートコール」に対するニーズの傾向としては、相談件数全体と SMS アンケート回答者に大きく乖離していないこ

とがわかる。 

  

やめ(させ)る方法

家族の接し方

地域の相談先

借金の返済方法

面談カウンセリング

その他

70.3％

5.0％

3.3％

2.3％

0.5％

18.8％

60.2％

10.5％

2.1％

1.9％

1.3％

24.0％

0% 20% 40% 60% 80%

SMSアンケート回答者(N=400)

相談件数全体(N=6,819)
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相談者の収入形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各全体のうち、「収入形態不明」を除いた相談者が対象 

 

SMS アンケート回答者全体では、対象件数である 311 件のうち、「給与・収益」を収入源とする相談者は

81.7％を占め、「生活保護」が 6.4％、「仕送り・扶養」「給付」が各 4.5％と続く。「なし」が 2.9％であるため、全体

の 97.1％には何らかの収入がある状況。 

相談件数全体においても、各項目の割合は同水準となっており、また、何らかの収入がある割合についても

96.6％と同水準であることから、相談件数全体と SMS アンケート回答者の傾向に大きな差異は見られない。 

  

給与・収益

仕送り・扶養

給付

生活保護

なし

81.7％

4.5％

4.5％

6.4％

2.9％

80.5％

4.4％

4.6％

7.0％

3.4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SMSアンケート回答者(N=311)

相談件数全体(N=5,069)
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相談者の併存状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各全体のうち、「併存状態不明」又は「回答拒否」を除いた相談者が対象 

 

SMS アンケート回答者全体では、対象件数である 262 件のうち、ギャンブル等依存症と併存している問題がある

回答は、「問題なし」を除いた 35.9％である。そのうち、「精神障害」が 29.0％となっている。 

相談件数全体と比較すると同傾向を示しており、いずれも同水準となっている。そのため、一般人口に占める精神

障害の比率である 3.3％（「令和４年版 障害者白書」：内閣府ホームページより）を大きく上回っている点や、

「不明」「回答拒否」の中に併存問題を有する方の割合の方が大きいことが推測される点についても同様の考慮が必

要である。 

  

精神障害

アルコール

DV加害

DV被害

虐待被害

虐待加害

薬物

適応障害

問題なし

その他

29.0％

1.1％

0.8％

0.0％

0.4％

0.0％

0.0％

0.0％

64.1％

4.6％

34.5％

1.1％

0.4％

0.1％

0.6％

0.1％

0.1％

0.0％

57.5％

5.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

SMSアンケート回答者(N=262)

相談件数全体(N=4,134)
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相談者の借金有無/債務整理経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各全体のうち、「債務整理経験不明」を除いた相談者が対象 

 

SMS アンケート回答者全体では、対象件数である 309 件のうち、債務整理経験「有り」が 39.5％、現在借金

「有り」は 54.7％を占めている。なお、借金をしていない範囲の相談者は 45.3％となっている。 

相談件数全体と比較すると、「債務整理経験有り・現在借金有り」が少なく、「債務整理経験有り・現在借金な

し」「債務整理経験無し・現在借金なし」が相対的にやや多い。 

  

債務整理

経験有り・

現在借金有り

債務整理

経験無し・

現在借金有り

債務整理

経験有り・

現在借金なし

債務整理

経験無し・

現在借金なし

24.9％

29.8％

14.6％

30.7％

34.4％

29.6％

8.5％

27.4％

0% 10% 20% 30% 40%

SMSアンケート回答者(N=309)

相談件数全体(N=4,718)
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ギャンブル種類別の相談割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMS アンケート回答者全体では、「パチンコ・スロット」が 69.8％、次いで「競馬」が 18.5％、「ボートレース」が

16.0％と続いている。「その他」は 17.0％を占めており、具体的なギャンブル種類の回答を得られた内容を分類する

と、その内訳は「その他ギャンブル（カジノ）」が 7.8％と最も多い。そのほかには、「ゲーム関連（ゲーム、スマートフォ

ン、インターネット、SNS）」が7.3％、「投機関連（株・FX、仮想通貨）」が4.5％、「賞金関連（宝くじ、toto）」

が 1.0％となっている。 

相談件数全体と比較すると概ね同傾向を示しているものの、「パチンコ・スロット」と公営競技各種のいずれもわずか

に上回っている一方、「その他・計」がやや低い。ただし、「その他」の内訳としては相談件数全体と同傾向で同水準と

なっている。 

  

パチンコ・スロット

競馬

ボートレース

競輪

オートレース

その他・計

投機関連

ゲーム関連

その他ギャンブル

賞金関連

69.8％

18.5％

16.0％

9.5％

2.5％

17.0％

4.5％

7.3％

7.8％

1.0％

66.2％

17.8％

15.3％

7.7％

1.5％

22.5％

4.8％

7.5％

8.0％

1.2％

0% 20% 40% 60% 80%

SMSアンケート回答者(N=400)

相談件数全体(N=6,819)
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実生活への影響度レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己認識レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実生活への影響度レベルについては、レベル 1～レベル 5 のいずれについても相談件数全体とほぼ同水準である。 

自己認識レベルについては、レベル 1～2 とレベル 4 が相談件数に比べてやや下回っており、レベル 3 とレベル 5 が

相対的にやや上回っている。ただし、傾向としては大きな差異は見られない。 

なお、実生活への影響度レベルと自己認識レベルの定義については、本レポートの 2 章で後述する。 

  

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

2.7％

21.8％

12.8％

59.9％

2.7％

2.9％

21.5％

13.4％

59.6％

2.7％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

SMSアンケート回答者(N=257)

相談件数全体(N=3,752)

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

1.2％

45.7％

29.8％

5.4％

17.8％

1.8％

47.2％

27.6％

6.7％

16.7％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

SMSアンケート回答者(N=258)

相談件数全体(N=3,669)
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１.２.２.５. クロス集計結果－属性別 SMS アンケート調査結果 

前項までで、SMS アンケート回答者と全相談件数に異なる際が生じていないか抜粋して比率を比較確認したとこ

ろ、いくつかの特徴は散見されたものの、属性情報や相談時のギャンブリング実態などに極端な差異は見られなかった。 

そのため、SMSアンケート調査における数量回答の質問項目について、属性情報や相談時のギャンブリング実態の

クロス集計分析を行った。結果の比較を容易にするため、平均値を算出している。また、クロス集計軸のうち、「ギャン

ブル種類」については平均値のもととなる各回答状況も参考掲載する。 
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1 週間あたりのギャンブルへの平均参加日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：1 週間あたりのギャンブルへの参加日数（ギャンブル種類別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 週間あたりのギャンブルへの平均参加日数は、「サポートコール」相談時が 3.57 日であったのに対し、SMS アン

ケート回答時には 2.48 日と、約 1 日減少している。 

属性別に見ると、少サンプルのため参考値の属性を除き、全ての属性において相談前後で 1 週間あたりのギャンブ

ルへの参加日数が低減していることがわかる。相談者の属性が「本人」である場合は-1.09 日、「本人以外」において

も-1.10 日と、相談前後の属性差がほぼ見られず、どなたが入電した場合でも一定の効果が得られている。次に、相

談対象者の年代別については、「40 代以上」に比べて相談前の平均日数の多い「20 代以下」「30 代」について、

「20 代以下」が-1.37 日、「30 代」が-1.22 日と、相談後には「40 代以上」と同程度の平均参加日数に低減して

いる。収入形態においても、平均参加日数が多い「収入あり」において、相談後には-1.05 日と「収入なし」と同水準

に低減している。 

ギャンブル種類別については、該当サンプルの差が大きいことも考慮が必要ではあるものの、「競輪」において「パチン

コ・スロット」よりも相談前後で平均参加日数がより低減している。 

※サンプル数 30 件未満の属性は参考掲載。 
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31.5
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29.4
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18.5

40.7

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時

全体 パチンコ・スロット 競馬 ボートレース 競輪 オートレース その他・計

投機関連 ゲーム関連 その他ギャンブル 賞金関連

参加していない

毎日

6日

5日

4日

3日

2日

1日

N=
差

(回答時－相談時)
N=

差
(回答時－相談時)

SMSアンケート回答者　全体 (400) -1.09 SMSアンケート回答者　全体 (400) -1.09 

本人 (341) -1.09 パチンコ・スロット (279) -0.99 

本人以外 (59) -1.10 競馬 (74) -1.27 

20代・以下 (108) -1.37 ボートレース (64) -1.27 

30代 (136) -1.22 競輪 (38) -2.08 

40代・以上 (156) -0.78 オートレース (10) -3.40 

男性 (344) -1.14 その他・計 (68) -1.20 

女性 (56) -0.82 投機関連 (17) -1.41 

やめ（させる）方法 (281) -1.12 ゲーム関連 (6) -0.84 

その他 (117) -1.06 その他ギャンブル (27) -1.63 

収入あり (254) -1.05 賞金関連 (5) -1.00 

収入なし (57) -0.82 レベル1 (7) -2.43 

問題あり (94) -0.74 レベル2 (56) -0.25 

問題なし (168) -1.00 レベル3 (33) -0.67 

問題あり (79) -0.72 レベル4 (154) -1.33 

問題なし (183) -0.99 レベル5 (7) 0.15

経験あり (122) -1.10 レベル1 (3) -1.33 

経験なし (187) -1.22 レベル2 (118) -1.00 

借金あり (169) -1.31 レベル3 (77) -0.89 

借金なし (140) -1.00 レベル4 (14) -0.79 

レベル5 (46)

債権整理

経験の有無

自己認識

レベル現在借金

有無

相談者の

属性

ギャンブル

種類別

相談対象者

の

年代

相談対象者

の

性別

相談者の

知りたい内容

収入形態

実生活への

影響度レベル

ギャンブリング

以外の問題

精神障害・

アルコール・

薬物の問題

3.57

3.70

2.81

4.06

3.50

3.28

3.65

3.09
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3.58
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1.71

2.69
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2.37
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2.44

2.61
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0.00日 1.00日 2.00日 3.00日 4.00日 5.00日 6.00日
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ギャンブルへの費用（「0 円」の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：ギャンブルへの費用（ギャンブル種類別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブルへの費用は、回答者による差異が大きいため平均額ではなく、「サポートコール」相談前後での「0 円」の

回答割合を比較する。「サポートコール」相談時に「0 円」と回答した割合は 5.8％であったのに対し、SMS アンケート

回答時には 22.8％と、12pt 増加している。 

属性別に見ると、全ての属性において相談前後でギャンブルへの費用が「0 円」と回答した割合が増加していること

がわかる。収入がある場合は 17.7pt 増加、収入がない場合は 7.0pt 増加しており、相談者の大多数を占める収

入がある方において特に大幅な増加が見られた。 

ギャンブル種類別については、該当サンプルの差が大きいことも考慮が必要ではあるものの、「パチンコ・スロット」「競

馬」「ボートレース」「その他」においてはそれぞれ 15 ポイント前後と同程度の増加となったが、「競輪」においては

23.7pt 増加している。 

※サンプル数 30 件未満の属性は参考掲載。  
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相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時 相談時 回答時

全体 パチンコ・スロット 競馬 ボートレース 競輪 オートレース その他・計

投機関連 ゲーム関連 その他ギャンブル 賞金関連

100万円超

～100万円以下

～50万円以下

～40万円以下

～30万円以下

～20万円以下

～10万円以下

～5万円以下

～4万円以下

～3万円以下

～2万円以下

～1万円以下

0円

N=
差

(回答時－相談時)
N=

差
(回答時－相談時)

SMSアンケート回答者　全体 (400) 17.0 SMSアンケート回答者　全体 (400) 17.0

本人 (341) 16.2 パチンコ・スロット (279) 15.4

本人以外 (59) 22.1 競馬 (74) 18.9

20代・以下 (108) 19.4 ボートレース (64) 14.1

30代 (136) 21.3 競輪 (38) 23.7

40代・以上 (156) 11.6 オートレース (10) 30.0

男性 (344) 18.9 その他・計 (68) 17.6

女性 (56) 5.3 投機関連 (17) 41.2

やめ（させる）方法 (281) 17.8 ゲーム関連 (6) 33.4

その他 (117) 15.4 その他ギャンブル (27) 14.8

収入あり (254) 17.7 賞金関連 (5) 0.0

収入なし (57) 7.0 レベル1 (7) 14.3

問題あり (94) 11.7 レベル2 (56) 10.7

問題なし (168) 20.2 レベル3 (33) 18.2

問題あり (79) 8.8 レベル4 (154) 20.8

問題なし (183) 20.7 レベル5 (7) 42.8

経験あり (122) 18.0 レベル1 (3) 0.0

経験なし (187) 18.1 レベル2 (118) 11.8

借金あり (169) 19.0 レベル3 (77) 26.0

借金なし (140) 17.1 レベル4 (14) 14.3

レベル5 (46)

債権整理

経験の有無

自己認識

レベル現在借金

有無

相談者の

属性

ギャンブル

種類別

相談対象者

の

年代

相談対象者

の

性別

相談者の

知りたい内容

収入形態

実生活への

影響度レベル

ギャンブリング

以外の問題

精神障害・

アルコール・

薬物の問題
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7.0

4.3

4.8

5.1

4.4

2.5

7.0

5.9

4.3

22.8

19.4

42.4

23.1

29.4

16.7

25.3

7.1

22.1

24.8

22.8

14.0

16.0

25.0

13.9

25.1

20.5

25.1

24.9

21.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

5.8

5.0

5.4

7.8

2.6

-

10.3

-

33.3

3.7

-

14.3

1.8

9.1

5.8

14.3

-

6.8

7.8

-

2.2

22.8

20.4

24.3

21.9

26.3

30.0

27.9

41.2

66.7

18.5

-

28.6

12.5

27.3

26.6

57.1

-

18.6

33.8

14.3

15.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％



  

68 

 

 

ギャンブルへの平均参加衝動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：ギャンブルへの参加衝動（ギャンブル種類別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブルへの平均参加衝動は、「サポートコール」相談時が 7.33 点であったのに対し、SMS アンケート回答時に

は 5.30 点と、約 2 点減少している。 

属性別に見ると、少サンプルのため参考値の属性を除き、全ての属性において相談前後でギャンブルへの参加衝

動が低減していることがわかる。相談者の属性が「本人」である場合は-2.13点、「本人以外」では-1.43点と、相談

前後の属性差が 0.7 点となっている。相談対象者の年代別については、相談前の平均点数の高い「30 代」で-

2.33 点と、相談後には「20 代以下」「40 代以上」を下回る平均点に低減している。また、相談対象者の性別が

「男性」、収入がある方、精神障害・アルコール・薬物の問題がない方、債権整理経験のある方、現在借金がある方

については、それぞれもう一方の属性層に比べて平均点の減少幅が大きく、より高い効果を得られていることが推測さ

れる。 

ギャンブル種類別については、該当サンプルの差が大きいことも考慮が必要ではあるものの、「パチンコ・スロット」「そ

の他」層においてはそれぞれ 2 点未満の減少となったが、「競馬」「ボートレース」「競輪」においては 2 点以上減少して

いる。 

※サンプル数 30 件未満の属性は参考掲載。  

N=
差

(回答時－相談時)
N=

差
(回答時－相談時)

SMSアンケート回答者　全体 (400) -2.03 SMSアンケート回答者　全体 (400) -2.03 

本人 (341) -2.13 パチンコ・スロット (279) -1.94 

本人以外 (59) -1.43 競馬 (74) -2.92 

20代・以下 (108) -1.95 ボートレース (64) -2.02 

30代 (136) -2.33 競輪 (38) -2.86 

40代・以上 (156) -1.80 オートレース (10) -4.40 

男性 (344) -2.12 その他・計 (68) -1.78 

女性 (56) -1.41 投機関連 (17) -2.29 

やめ（させる）方法 (281) -2.08 ゲーム関連 (6) -1.00 

その他 (117) -1.92 その他ギャンブル (27) -2.04 

収入あり (254) -2.11 賞金関連 (5) -1.40 

収入なし (57) -1.81 レベル1 (7) -1.71 

問題あり (94) -2.11 レベル2 (56) -1.58 

問題なし (168) -2.07 レベル3 (33) -1.79 

問題あり (79) -1.93 レベル4 (154) -2.29 

問題なし (183) -2.15 レベル5 (7) -2.57 

経験あり (122) -2.35 レベル1 (3) 0.67

経験なし (187) -2.04 レベル2 (118) -1.97 

借金あり (169) -2.27 レベル3 (77) -1.98 

借金なし (140) -2.02 レベル4 (14) -2.07 

レベル5 (46)

債権整理

経験の有無

自己認識

レベル現在借金

有無

相談者の

属性

ギャンブル

種類別

相談対象者

の

年代

相談対象者

の

性別

相談者の

知りたい内容

収入形態

実生活への

影響度レベル

ギャンブリング

以外の問題

精神障害・

アルコール・

薬物の問題

7.33

7.65

5.46

7.69

7.21

7.17

7.29

7.57

7.48

6.94

7.41

7.79

7.62

7.47

7.49

7.54

7.79

7.32

7.62

7.36

5.30

5.52

4.03

5.74

4.88

5.37

5.17

6.16

5.40

5.02

5.30

5.98

5.51

5.40

5.56

5.39

5.44

5.28

5.35

5.34
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6.57

5.00

7.32

7.21

7.50

7.78

5.30

5.29

4.50

5.67

4.53

3.20

5.21

4.24
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4.48
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12.9
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15.8

17.6
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3.7
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5.0
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6.3
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5.9
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42.1
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10点

9点

8点

7点

6点

5点

4点

3点

2点

1点

0点



  

69 

 

 

ギャンブルに参加しない自信の平均点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：ギャンブルに参加しない自信（ギャンブル種類別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブルに参加しない自信の平均点は、「サポートコール」相談時が 3.74 点であったのに対し、SMS アンケート

回答時には 4.76 点と、1 点以上増加している。 

属性別に見ると、少サンプルのため参考値の属性を除き、全ての属性において相談前後でギャンブルに参加しない

自身の平均点が増加していることがわかる。相談者の属性が「本人」である場合は+1.07 点、「本人以外」では

+0.78 点と、相談前後の属性差が 0.29 点となっている。相談対象者の年代別については、「20 代以下」が

+1.03 点、「30 代」が+1.43 点と、相談後には「40 代以上」以上に平均点が増加している。その他の質問におけ

る傾向からも、「30 代」は「20 代以下」「40 代以上」に比べて相談前後にポジティブな結果がより強く反映されやす

い傾向が窺える。また、収入がある方、ギャンブリング以外の問題がない方、精神障害・アルコール・薬物の問題がな

い方については、それぞれもう一方の属性層に比べて平均点の減少幅が大きく、より高い効果を得られていることが推

測される。 

ギャンブル種類別については、該当サンプルの差が大きいことも考慮が必要ではあるものの、「競馬」が+1.66点と、

「パチンコ・スロット」に比べて約 2 倍の増加幅となっている。 

※サンプル数 30 件未満の属性は参考掲載。 

N=
差

(回答時－相談時)
N=

差
(回答時－相談時)

SMSアンケート回答者　全体 (400) 1.02 SMSアンケート回答者　全体 (400) 1.02

本人 (341) 1.07 パチンコ・スロット (279) 0.82

本人以外 (59) 0.78 競馬 (74) 1.66

20代・以下 (108) 1.03 ボートレース (64) 1.39

30代 (136) 1.43 競輪 (38) 1.40

40代・以上 (156) 0.67 オートレース (10) 3.90

男性 (344) 1.04 その他・計 (68) 1.16

女性 (56) 0.91 投機関連 (17) 2.00

やめ（させる）方法 (281) 1.10 ゲーム関連 (6) 0.00

その他 (117) 0.85 その他ギャンブル (27) 1.22

収入あり (254) 1.14 賞金関連 (5) 2.60

収入なし (57) 0.49 レベル1 (7) -0.86 

問題あり (94) 0.72 レベル2 (56) 0.52

問題なし (168) 1.31 レベル3 (33) 1.21

問題あり (79) 0.60 レベル4 (154) 1.40

問題なし (183) 1.32 レベル5 (7) -0.71 

経験あり (122) 1.06 レベル1 (3) 1.00

経験なし (187) 1.16 レベル2 (118) 1.05

借金あり (169) 1.32 レベル3 (77) 1.01

借金なし (140) 0.88 レベル4 (14) 0.50

レベル5 (46)

債権整理

経験の有無

自己認識

レベル現在借金

有無

相談者の

属性

ギャンブル
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相談対象者

の

年代
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の
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知りたい内容
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影響度レベル

ギャンブリング

以外の問題

精神障害・

アルコール・

薬物の問題
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4.16
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4.17
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4.57
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１.２.３. 面談カウンセリング実態調査結果 

１.２.３.１. 単純集計結果－面談カウンセリング実態調査結果 

 

面談カウンセリング実施状況 

（2021 年 4 月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリング実施状況は、「実施」が 2021 年度で 40 件、2022 年度で 53 件である。「前日キャンセル」

「当日キャンセル」は 2021 年度で 12 件、2022 年度で 6 件となっている。月別に見ると、各月 5 件前後で実施し

ているが、2023 年 2～3 月においては 10 件以上実施している。 

次項以降については、面談カウンセリング実施者を対象に結果を示す。 

 

  

件数 2 3 4 4 2 2 7 4 7 8 4 5 0 5 5 4 3 3 1 2 5 6 12 13

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2022年 2023年

2021年度 2022年度

1 1

4 4

2 2

6

2

4
5

4
5 5 5

3
2

3

1 1

5 5

11
12

1

1
2

1

2

2
3

1

1

1

1

1

1

0件

2件

4件

6件

8件

10件

12件

14件

実施 前日キャンセル 当日キャンセル
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面談カウンセリング実施者の性別 

 

（2022 年度：53 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：40 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリング実施者の性別は、2022 年度で「男性」が 90.6％、「女性」が 9.4％と、男性が大多数を占め

ている。2021 年度に比べ、「男性」が 10pt 以上増加し、「女性」が 10pt 以上減少している。 

 

 

面談カウンセリング実施者の年代 

 

（2022 年度：53 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：40 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリング実施者の年代は、2022 年度で「20 代」が 11.3％、「30 代」が 56.6％、「40 代」「50 代」

が各 13.2％、「60 代以上」が 5.7％と、30 代が半数以上を占めている。2021 年度に比べ、「30 代」が 10pt 以

上増加し、「40 代」が 20pt 以上減少している。 

  

男性

77.5%

女性

20.0%

不明 2.5%

男性

90.6%

女性
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不明 0.0%

20代

15.0%

30代

40.0%

40代

37.5%

50代

7.5%

60代以上

0.0%

20代

11.3%

30代

56.6%

40代

13.2%

50代

13.2%

60代以上

5.7%
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面談カウンセリング実施者のギャンブル種類（上位 3 種の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリング実施者が行っているギャンブルの種類について、上位3種を聴取した。なお、上位3種の合計の

割合のため、「無回答」の割合は相対的に高くなる（「パチンコ・スロット」のみ実施している場合、1位「パチンコ・スロッ

ト」、2 位「無回答」、3 位「無回答」と回答したものとして集計しているため）。 

2022年度では、「パチンコ・スロット」が 17.5％と最も高く、次いで「競馬」が 11.7％、「ボートレース」が 10.0％、

「株・FX」が 7.5％と続く。その他はいずれも 5％未満に留まる。 

2021 年度に比べ、「競馬」「ボートレース」「株・FX」が微増し、「カジノ」が微減している。 

 

 

  

パチンコ・スロット

競馬

ボートレース

競輪

オートレース

株・FX

仮想通貨

カジノ

スマートフォン

インターネット

toto

スポーツ賭博

その他

無回答

17.5%

11.7%

10.0%

3.3%

1.7%

7.5%

0.8%

2.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

45.0%

17.6％

8.2％

8.8％

3.8％

0.6％

5.7％

0.0％
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0.6％

45.9％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

今回：2022年度(40件)

前回：2021年度(53件)
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面談カウンセリング実施者のギャンブルへの費用（月平均利用額） 

 

（2022 年度：53 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：40 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリング実施者のギャンブリング費用は、2022 年度で「無回答」が 30.2％を占めており、残りの

69.8％の割合については「～5 万円」が 18.9％、「5～10 万円」「10～15 万円」が各 3.8％、「15～20 万円」

が 13.2％、「20 万円以上」が 30.2％となっている。2021 年度に比べ、「20 万円以上」が微減し、「15～20 万

円」が微増しているものの、「～5 万円」「20 万円以上」が大多数を占める構造に変化は見られない。 

 

  

～5万円

15.0%
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10～15万円

7.5%
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7.5%
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35.0%
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10～15万円 3.8%
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13.2%

20万円以上

30.2%

無回答

30.2%
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１.２.３.２. 単純集計結果－面談カウンセリング実施者の入電状況 

 

面談カウンセリング実施件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリング実施者への調査結果は「サポートコール」へ相談したデータと直接的な紐付けはされていない。ま

た、上記の表の取り、全相談件数に占める割合としても小さいため参考となるが、面談カウンセリング実施者と「サポー

トコール」相談者との利用者層の差異を比較確認する。 

  

2022年 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2023年 1月

2月

3月

0件(0.0%)

5件(0.8%)

5件(0.9%)

3件(0.5%)

2件(0.4%)

3件(0.5%)

1件(0.2%)

1件(0.2%)

5件(1.0%)

5件(0.8%)

11件(2.0%)

12件(1.8%)

478件

644件

564件

577件

555件
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562件

543件

481件

600件

539件

666件

0件 200件 400件 600件 800件

面談カウンセリング実施者(N=53)

相談件数全体(N=6,819)
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性別、年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリング実施者、「サポートコール」への相談のあった相談対象者ともに、男性が全体の 9 割と大多数を

占め、女性の相談対象は 1 割を占めている構造は同様である。 

相談対象者の年代については、相談件数全体では「20 代以下」「30 代」で 57.8％を占めているのに対し、面談

カウンセリング実施者では「30 代」が 56.6％を占めている。また、相談件数全体では「40 代」「50 代」が 37.1％で

あったのに対し、面談カウンセリング実施者では 26.4％と約 10pt 下回っている。 

  

性別 男性

女性

不明

年代 20代以下

30代

40代

50代

60代以上

90.6％

9.4％

0.0％

11.3％

56.6％

13.2％

13.2％

5.7％

88.9％

11.1％

0.0％

29.4％

28.4％

21.6％

15.5％

5.1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

面談カウンセリング実施者(N=53)

相談件数全体(N=6,819)
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２章 相談者の実態分析 

２.１ 目的と概要 

（1）目的 

相談者の具体的な実態把握を進めるために、依存症の傾向性・要因・進行過程を体系化する観点で収集デー

タの実態分析を行い、早期解決に向けてどのような層にアプローチすべきかを明確にする。 

 

（2）概要 

サポートコールを通して収集した情報を有益な形で世に発信していくためには、基礎的なデータ集計に加え、発症・

経過・解決までをプロセスに分けて体系化する観点、今後注力すべきターゲットや応対内容の効果など社会貢献度

をより高める観点が必要になると考えた。 

 

＜実態分析概要＞ 

サポートコールで収集した相談データを基に、以下の分析を実施した。 

 

（1） 相談内容から、相談者のギャンブル依存による実生活への影響度合いを軽度から重度にレベル分けし、相

談コール利用者全体の依存症の深刻度の傾向性とその要因などについて実態分析を実施。 

 

（2） 相談内容から、相談者のギャンブル依存に対する自覚の度合いを高から低にレベル分けし、相談コール利用

者全体の依存症に対する自己認識について、本人や本人以外が相談した場合の実態やギャンブル種類に

よる実態及び（1）の実生活への影響度レベルと掛け合わせて分析を行い、傾向と要因などについて整理

した。 

 

（3） 相談内容及び回答内容から、相談者のギャンブル等依存症の悩みに応じて解決策を提示するなど適切な

対応ができているのかどうかについて、医療機関や面談カウンセリングの案内などの解決先の提示状況を分

析し、課題と要因について整理した。 
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２.２ 相談者の依存症の深刻度（実生活への影響度レベル） 

２.２.１ 実生活への影響度レベルの定義 

相談者のギャンブル依存の実態を把握するために、相談内容からギャンブル依存による実生活への影響度合いを

分析し、深刻状況のレベルを「実生活への影響度レベル」として定義し、実生活に影響のない軽度のレベル 1 から犯

罪行為まで及んだ重度のレベル 5 の計 5 段階に分類した。 

 以下の表に、実生活への影響度レベルに応じた定義と参考事例の概要をまとめた。 

 

実生活への影響度レベルの定義 

 

分類 定義 相談者の声（概要）

高

深

刻

度

レベル５

違法行為に

手を染めている

・犯罪行為によって取得した資金

/刑事罰に至る可能性もある。

・虐待、深刻なDV

・家の中の高価なものがどんどん無

くなる。売ってまでつぎ込んでいる。

ギャンブルでの窃盗で一度捕まって

いる。結婚した当初から。形見の

指輪を持ち出す。GPSを見たら、

仕事に行くといって競艇場へ行って

いた。

レベル４

公的機関に借金がある

/大金やほとんどの資金

を投入するなど、

生活が破綻に近い

・公的機関から借りてしまった大き

な資金がある。

（後遺症がある）。

・一般常識からかけ離れた賭け

方をしている。

・パチンコでお金を捨てるように使っ

てしまい生活できない。今、財布に

お金が入っていない。仕事はしてい

ない。１人暮らし。普段は友人か

らお金を借りたり闇金からお金を借

りたりして生活している。どうしようも

なくて窃盗でもして刑務所に行けば

パチンコをやめられるだろうと思ってし

まったのが怖くて電話しました。

レベル３

家族・友人に

迷惑をかけている

・家族/友人から纏まった借金をし

てしまっている。

・家事/育児放棄のレベル

・DVが始まっている

・息子がギャンブルにはまってどうしよ

うもない。親からもお金をせびり、断

ると暴力をふるう。家族はどう対応

したらよいか。相談機関が知りた

い。

レベル２

実生活に影響が出始

めている

・将来に備えた貯金など手を付け

たら後々後悔する資金に手をつけ

る。

・最低限これがないと生活できな

い資金（家賃、生活費等）に

手をつける。

・家事/育児等、家庭等ですべき

役割が一部こなせなくなっている。

・パチンコは18歳から、ボートレース

は20歳からやっている。給料の大

半はそれで消えてしまうが、実家暮

らしなのでなんとか暮らしていける。

しかし、このままではいけないという

気がしてきた。といって、ギャンブルを

しなくなると、空いた時間がつぶせな

い。

低

深

刻

度

レベル１

実生活に影響なし

余剰資金の範囲内。

・パチンコ。会社員・給与。借金な

し。自己破産も債務整理もなし。

やめようと思ってるが、友達にギャン

ブル依存症の人が多い。



  

78 

 

２.２.２ 実生活への影響度レベルの分析結果 

 

実生活への影響度レベルの分布 

（2022 年度：3,752 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：2,437 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：3,114 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：2,340 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数 6,819 件のうち、相談内容から深刻度の定義に基づいて実生活への影響度レベルを判定可能な

3,752 件を対象に分析を行った。 

現状のサポートコール利用者のうち、レベル 4以上が 62.3％、レベル 3以上では 75.7％を占めており、纏まった借

金があり、生活が破綻状態に近いレベルまで依存症が重症化している状態で「サポートコール」を利用するケースが大

多数となっている。ただ前述のように債務問題に関するサポートコールの対応は現時点では不十分である。相談者に

対して、従来のギャンブル等依存症自体の研修に加えて、「主体的かつ安全な債務処理の原則」についての研修も

併せて行ってゆく必要がある。 

早期回復のためには早期発見することが最も有効であるが、ギャンブル等依存症が比較的軽度といえる「レベル 1」

は 2.9％、「レベル 2」は 21.5％と少ない。 

2021 年度に比べ、レベル 2～3 の相談が微減し、レベル 4 の相談は微増している。ギャンブル等依存症や「サポー

トコール」に対する認知度の高まりとともに、ギャンブル等依存症に対する不安や悩みを抱えている方が依然として多く

いる実態が窺える。 

  

レベル１

5.8％

レベル２

17.3％

レベル３

18.4％

レベル４

55.4％

レベル５

3.2％

レベル１

2.8％ レベル２

14.0％

レベル３

22.3％
レベル４

57.9％

レベル５

3.0％

レベル１

1.9％

レベル２

22.8％

レベル３

15.7％

レベル４

56.4％

レベル５

3.2％

レベル１

2.9%

レベル２

21.5%

レベル３

13.4%

レベル４

59.6%

レベル５

2.7%
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実生活への影響度レベルの分布：相談対象者の年代別 

（10 代：81 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（30 代：1,173 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（50 代：433 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20 代：1,132 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（40 代：773 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（60 代以上：158 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実生活への影響度レベルを判定可能な 3,752 件について年代別に分析を行った。 

10 代についてはレベル 2 が 35.8％、レベル 3 が 38.3％と、全体の 74.1％を占めている。ただし、比較的軽度と

いえるレベル1～2が43.2％を占めており、他の年代に比べると軽症者は多い。一方、20代以上では重症化してい

るレベル 4 が過半数を占めており、年代を問わず深刻な状態で「サポートコール」を利用していることがわかる。特に、

利用者数の多い 20～40代ではレベル 4 が 6割以上を占め、レベル 1～2は 2割台に留まることから、利用者の 8

割が深刻な状況にある。50 代以上ではレベル 4 に次いでレベル 2 が 3 割半ばと高い。 

レベル 1～4は各年代ごとの特徴が窺えたが、違法行為に手を染めているレベル 5 については少数派ではあるものの

いずれの年代においても一定数見受けられる。 

レベル１

7.4%

レベル２

35.8%

レベル３

38.3%

レベル４

17.3%

レベル５

1.2%

レベル１

3.6%

レベル２

17.7%

レベル３

14.0%

レベル４

62.6%

レベル５

2.0%

レベル１

2.6%
レベル２

17.4%

レベル３

12.0%

レベル４

64.3%

レベル５

3.8%

レベル１

1.7%
レベル２

23.0%

レベル３

12.0%レベル４

61.1%

レベル５

2.2%

レベル１

3.0%

レベル２

35.3%

レベル３

10.4%

レベル４

50.1%

レベル５

1.2%
レベル１

3.0%

レベル２

35.3%

レベル３

10.4%

レベル４

50.1%

レベル５

1.2%
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２.３ 相談者の依存症に対する自覚（自己認識レベル） 

２.３.１ 自己認識レベルの定義 

相談者のギャンブル依存の実態を把握するために、相談内容からギャンブル依存による自覚の度合いを分析し、依

存症の自覚のレベルを「自己認識レベル」として定義し、自覚がない自己認識レベル 1 から直せないと思い込んでいた

り、あきらめてしまっているレベル 5 の計 5 段階に分類した。 

 以下の表に、自己認識レベルに応じた定義と参考事例の概要をまとめた。 

 

自己認識レベルの定義 

 

分類 定義 相談者の声（概要）

低

自

己

認

識

レベル１

全く悪いと思わない

依存症である自覚がない。

・主人がｷ ｬ ﾌ ﾙを繰り返してい

て、5年前くらいから続いているが会

社のお金を使い込んでいるのが発

覚。4月から別の会社に転職するこ

とになっていて、お金は返すがお咎

めなし。もうやらないと言ってお金は

返すと言うが笑いながら話していた

りと自覚がないような気がする。

レベル２

深刻だと認識している

依存症だと自覚を持ち始めてい

る。

・2年前から、パチンコを始めた。ま

だ借金はないが週末ごとに行き、2

～3万円使う。このままだといけない

と罪悪感がある。

レベル３

深刻だと認識し

変えたいと思っている

依存症だと自覚し、現状を変えよ

うと思い始めている。

・大学生のころからギャンブルにはま

り、現在社会人3年目。消費者金

融に200万円、友人に300万円の

借金がある。医療機関を受診した

いが自分を病気と認めることも怖

い。

レベル４

変えたいと思って

動いている

依存症だと自覚し、現状を変える

ために、自ら医療機関等に出向く

など、行動している。

・GAに通っている。スリップしちゃうと

恥ずかしいからパチンコには行ってな

い。行きたくなる。妻も依存症。今

日は映画観に行こうと思う。来週、

資格試験を受ける。

・いらいらして仕方がない。パチンコ

や宝くじを買うのをやめると余計いら

いらする。週一回、依存症を継続

的にカウンセリングをしている。

高

自

己

認

識

レベル５

直せないと

思い込んでいる/

あきらめてしまっている

依存症は直らないと思い込んでい

る。

・ギャンブル依存症でカウンセリング

とGAに通ってるが失敗を繰り返して

る。

・今日行って、千円が2500円に

なった。やめると決意したのに。また

行ってしまった。
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２.３.２ 自己認識レベルの分析結果 

 

自己認識レベルの分布 

（2022 年度：3,669 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年度：2,205 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021 年度：2,848 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2019 年度：2,456 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体相談件数6,819 件のうち、相談内容から自己認識レベルの定義に基づいて判定可能な 3,669 件を対象に

分析を行った。 

現状のサポートコール利用者のうち、相談者自身が置かれている状況を深刻だと認識している自己認識レベル 2 以

上が 98.2％、現状を変えたいと思っているレベル 3 以上では 51.0％を占めており、自発的に相談コールを利用する

ケースが大多数となっている。 

ギャンブル等依存症は直らないと思い込んでいる（または諦めてしまっている）「自己認識レベル 5」は 16.7％。ギャ

ンブル等依存症である自覚がない（全く悪いと思っていない）「自己認識レベル 1」は 1.8％である。 

2019～2021 年度においては、自己認識レベル 5 について「自覚症状や現状を変えるための行動の有無は問わ

ず（不明確な状況下で）、直せない・諦めている」相談内容を対象にしていた。2022 年度では、レベル 2～4 で自

覚症状を持っていることやレベル 3～4 で現状を変えようと思う・行動している状況であることを考慮し、レベル 5 には

「自覚症状があり、現状を変えようと行動している（していた）が、やめられない」状況下の相談者をレベル 5 にした。

そのため 2022 年度は、2021 年度以前と単純比較することはできない。 

  

レベル１

4.8％

レベル２

44.7％
レベル３

39.0％

レベル４

10.6％

レベル５

0.9％

レベル１

1.5％

レベル２

53.8％

レベル３

32.9％

レベル４

10.7％

レベル５

1.0％

レベル１

3.6％

レベル２

44.0％

レベル３

38.5％

レベル４

13.2％

レベル５

0.6％

レベル１

1.8%

レベル２

47.2%

レベル３

27.6%

レベル４

6.7%

レベル５

16.7%
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自己認識レベルの分布：相談対象者の年代別 

（10 代：92 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（30 代：1,081 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（50 代：546 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20 代：1,049 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（40 代：765 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（60 代以上：136 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己認識レベルを判定可能な 3,669 件について年代別に分析を行った。 

自覚症状のないレベル 1、自覚症状があり現状を変えようと行動したが諦めてしまっているレベル 5 については、いず

れの年代についてもレベル 1 が約 1～3％、レベル 5 が 15％前後となっている。ただし、60 代以上ではレベル 5 が

9.6％と、他の年代に比べてやや低い。また、50 代以上では自覚症状はあるが行動はしていない状況下のレベル 2

～3 が過半数を占めている。現状を変えようと行動しているレベル 4 については、10～30代では 1割未満の極少数

に留まるが、40 代以上では 1 割前後となっている。 

 

  

レベル１

2.2%

レベル２

45.7%

レベル３

37.0%

レベル４

0.0%

レベル５

15.2%

レベル１

0.9%

レベル２

47.2%

レベル３

31.3%

レベル４

3.1%

レベル５

17.5%

レベル１

1.9%

レベル２

44.1%

レベル３

31.8%

レベル４

5.6%

レベル５

16.5%

レベル１

2.5%

レベル２

46.8%

レベル３

21.7%

レベル４

11.6%

レベル５

17.4%

レベル１

2.2%

レベル２

52.2%

レベル３

20.3%

レベル４

8.6%

レベル５

16.7%

レベル１

2.9%

レベル２

54.4%

レベル３

22.1%

レベル４

11.0%

レベル５

9.6%
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本人及び本人以外が相談コールを利用する場合の自己認識レベルの傾向と要因について分析し

た結果を以下に整理した。 

 

本人からの相談総件数並びに割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人からの相談/自己認識レベル×実生活への影響度レベル 

（今回：2022 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

（前回：2021 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

全相談件数 6,819 件のうち、本人からの相談である 5,207 件、さらに相談内容から自己認識の定義に基づいて

自己認識レベルを判定可能な 3,050 件を対象に分析を行った。 

本人自ら相談してくる場合は、自己認識レベル 2～3 が 75.5％を占めており、自分自身で深刻だと認識して利用

するケースが大半である。 

上述の対象者 3,050 件のうち、実生活への影響度レベルも判定可能な 1,644 件を対象に分析をすると、「実生

活への影響度レベル 4」が 894 件の 54.4％で最も多く、依存症が重症化している状態の実生活への影響度レベル

3 以上は 1,101 件で 67.0％にのぼる。 

自己認識レベルと実生活への影響度レベルの分布を見ると、実生活への影響度レベル 1 では自己認識レベル 1、

実生活への影響度レベル 2 では自己認識レベル 2、実生活への影響度レベル 3～4 では自己認識レベル 3～4 の

割合がボリュームゾーン（※自己認識レベル 1 は少数サンプルのため参考）。 
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本人以外からの相談総件数並びに割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人以外からの相談/自己認識レベル×実生活への影響度レベル 

（今回：2022 年度） 
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全相談件数6,819件のうち、本人以外からの相談である1,612件、さらに相談内容から自己認識の定義に基づ

いて自己認識レベルを判定可能な 619 件を対象に分析を行った。 

家族など本人以外が相談してくる場合においても、深刻な事態であると認識している自己認識レベル 2～3 が

71.4％を占めているものの、変えたいと思っているまたは行動している自己認識レベル3～4が28.1％を占めている。

2022 年度では、対象者もその周囲の人も深刻な事態であると認識したうえで相談するケースが大半であり、また、

深刻な事態であると認識し、変えたいと思って相談するケースやすでに行動している方からの相談も多くなっていた。ま

た、対象者には自覚がなくとも家族や友人が心配になり相談するケースも依然として多いことがわかる。 

上述の対象者 619 件のうち、実生活への影響度レベルも判定可能な 445 件を対象に分析をすると、「実生活へ

の影響度レベル4」が 302件の67.9％で最も多く、依存症が重症化している状態の実生活への影響度レベル3以

上は 401 件で 90.1％にのぼる。 

自己認識レベルと実生活への影響度レベルの分布を見ると、自己認識レベル 2～5 において、実生活への影響度

レベル 2 が減少しており、実生活への影響度レベル 4 の割合が相対的に増加している。ただし、実生活への影響度

レベル 5 は自己認識レベル 3 で 12.1％と最も高い。「早期発見・早期回復」の実現のためには、対象者の依存症

がより軽度な段階で本人以外もより早く気付けるかが重要になると考えられる。総合的な解決・支援・早期利用のた

めには、ギャンブル等依存症の悩みを抱えている本人のみを対象とした啓発活動のみでなく、幅広い人々を対象とし

た啓発活動も重要と考えられる。 
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ギャンブル種類別における自己認識レベルの傾向と要因について分析した結果を以下に整理した。 

 

 

ギャンブルの種類の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブル種類別の自己認識レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回：2022 年度（3,536 件）、前回：2021 年度（2,732 件）、 

2020 年度（2,114 件）、2019 年度（2,320 件） 

 

 

ギャンブル種類別の自己認識レベルでは、「公営競技」「パチンコ・スロット」「その他」のいずれも「自己認識レベル 2」

がそれぞれ最も多い。「公営競技」「パチンコ・スロット」に比べて「その他」では「自己認識レベル 1」が僅かに上回ってお

り、株・FX やカジノなどはギャンブルである自覚を持たれ難い状況が窺える。一方で、「自己認識レベル 4」も「その他」

で最も多く、すでに現状を変えようと行動している人が多い様子も窺える。 

  

分　類　名 概　　　　要
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組合せ

パチンコ・スロット パチンコ・スロットの単発　および　他ギャンブルとの組合せ

その他
株・FX、カジノ、ゲーム、スマートフォン、宝くじ、インターネット、

仮想通貨、toto、SNSなどの単発　および　それぞれの組合せ
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ギャンブル種類別の実生活への影響度レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回：2022 年度（3,615 件）、前回：2021 年度（3,022 件） 

2020 年度（2,114 件）、2019 年度（2,245 件） 

 

 

ギャンブル種類別の実生活への影響度レベル 3 以上の割合は、「公営競技」で 84.0％、「パチンコ・スロット」で

70.0％、「その他」で 84.2％である。違法行為に手を染めている実生活への影響度レベル 5 の割合は少数ではあ

るものの、「公営競技」が最も多く、「その他」の約 2 倍となっている。 
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２.４ 解決策の提示状況 

 

解決策の提示状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談件数6,819件のうち、ギャンブル等依存症に関する相談があった6,586件について、傾聴のみに留まるケース

は、全体の 1.3％に留まり、大多数の相談者に対して何らかの案内やアドバイスを実施できている。 

主たるアドバイス内容としては、「代替行動」（24.4％）、「その他アドバイスなど」（24.3％）、「本人への接し方

（家族からの入電の場合）」（14.1％）、「医療機関」（11.3％）、「お金の管理・使い方のアドバイス」

（11.0％）の 5 項目であった。「その他アドバイスなど」が 2 番目に多いことからも、具体的研修が一層求められる。

既に項目化されているアドバイスについても、「代替行動」に関しては単なる代わりの趣味やレジャーのすすめではなく、

個々のギャンブル動機を評価したうえで、その動機にマッチした代替行動をすすめるような、より戦略的な対処法が求

められる。 

これらのアドバイスとは別に、各リファー先への案内が 1 割前後と分散していることから、傾聴内容から必要に応じたリ

ファー先を案内していることが窺える。 

2021 年度に比べて顕著な変化は見られないが、「自助グループ」への案内や「お金の管理・使い方のアドバイス」は

年々増加傾向にある一方、「医療機関」への案内や「代替行動をおすすめ」、「主治医への相談を進める」は微減傾

向にある。 

社会情勢や生活環境の変化に伴い「サポートコール」への相談者や相談内容、またその応対に変化が生じていない

か今後もヒアリングするとともに包括的な視点で分析を重ねていく必要があるといえる。 

  

紹介 解決策・アドバイス

医療機

関

行政機

関

自助グ

ループ

法的機

関

面談カ

ウンセリ

ングの

案内

代替行

動をお

すすめ

本人へ

の接し

方につ

いて(家

族から

の入電

の場

合)

お金の

管理・

使い方

のアドバ

イス

ギャンブ

ルのやり

方につ

いてアド

バイス

心理教

育を実

施した

主治医

への相

談を進

める

受診の

目安を

伝えた

本人へ

の接し

方につ

いて(家

族以

外)

その他

アドバイ

スなどを

行った

傾聴の

み

その他

11%

3%

5%

0%

4%

29%

14%

8%

12%

2%

0%

2%

5%

7%

1%

13%

10%

5%

1% 2%

27%

16%

8%

10%

6% 5%
3%

21%

3%

1%

12%

7% 6%

1% 2%

26%

14%

10%

9%

6% 4%
4%

0%

24%

2% 1%

11%

8%

6%

2%

1%

24%

14%

11%

9%

6%
4%

2%
0%

24%

1% 1%

0％

5％

10％

15％

20％

25％

30％
2019年度

2020年度

前回：2021年度

今回：2022年度



  

88 

 

解決策提示状況×実生活への影響度レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実生活への影響度レベル別の解決策の提示状況を確認すると、比較的深刻な状態に置かれている実生活への影

響度レベル3以上においては、「医療機関」「行政機関」「自助グループ」といった案内や「本人への接し方について(家

族からの入電の場合)」が実生活への影響度レベル 1～2 に比べてより多く実施されている。一方影響度レベル 1～2

においては、「代替行動」や「お金の管理・使い方」「ギャンブルのやり方」など具体的なアドバイスが多い。また「傾聴の

み」は実生活への影響度レベルを問わず 1％未満に留まっており、どのような状況下の相談者に対しても寄り添った応

対がなされていることが窺える。早期発見早期回復の責務を全うするために、「傾聴のみ」に留まったケースを継続的

に低減させることができているが、適切な解決策・アドバイスを伝えることは今後も課題である。 

 

  

医療

機関

行政

機関

自助

グループ

法的

機関

面談

カウンセ

リングの

案内

代替

行動を

おすすめ

本人への

接し方に

ついて

(家族か

らの入電

の場合)

お金の

管理・

使い方の

アドバイス

ギャンブ

ルの

やり方に

ついて

アドバイス

心理

教育を

実施した

主治医

への

相談を

進める

受診の

目安を

伝えた

本人への

接し方に

ついて

(家族

以外)

その他

アドバイス

などを

行った

傾聴のみ その他

11.3％

7.9％

6.2％

1.5％ 1.4％

24.4％
14.1％

11.0％
9.3％

6.3％ 3.8％ 2.4％

0.0％

24.3％

1.3％ 0.8％

0％

10％

20％

30％

40％
全体平均

実生活への影響度レベル１

実生活への影響度レベル２

実生活への影響度レベル３

実生活への影響度レベル４

実生活への影響度レベル５



  

89 

 

解決策提示状況×自己認識レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己認識レベル別の解決策の提示状況を確認すると、自己認識レベル 3の相談者に対しては「医療機関」を案内

や「代替行動をおすすめ」、自己認識レベル 4 の相談者に対しては「主治医への相談を進める」「その他アドバイスなど

を行った」、自己認識レベル 5 の相談者に対しては「代替行動をおすすめ」が比較的多く実施されている。自覚症状

のない自己認識レベル 1 の相談者に対しては「行政機関」への案内のほか、「本人への接し方について(家族からの

入電の場合)」「心理教育を実施した」が特に多い。自覚症状がない相談者は相談者本人であることよりも、身近な

家族・親族などからの入電が多いことによる影響と推測される。 

「傾聴のみ」の応対は自己認識レベル 1～3 とレベル 5 で 1％程度出現している。現状を変えようと行動している自

己認識レベル 4 の相談者に対しては「傾聴のみ」に留まる対応はなく、「主治医への相談を進める」「その他アドバイス

などを行った」が比較的多く実施されていることから相談者の現状や心境に寄り添った対応が特に行われていることが

推測できる。前述の通り、「その他アドバイスなどを行った」が高いことからも相談者の置かれた状況に応じた細やかな

応対が必要となっていることが窺え、傾聴した内容から適切なアドバイス行動ができるよう相談ケースの蓄積・整理が

望まれる。  
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面談案内件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内による面談申込件数 

（2022 年度：90 件） 
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相談員による面談カウンセリングの案内があった案件（90 件）のうち、申込まで進んだ相談者は 56.7％（51 件）

で、残りの 43.3％（39 件）の相談者は面談申込をすすめたにもかかわらず面談カウンセリングの申込をしなかった。 

新型コロナウイルス感染症の流行に伴う相談者の抵抗感も懸念されるため、積極的な案内を今後も継続するととも

に、今後の推移を見守る必要がある。 

  

面談申込あり

(37件)

49.3％

面談申込なし

(38件)

50.7％

面談申込あり

(89件)

60.5％

面談申込なし

(58件)

39.5％

面談申込あり

(70件)

56.9％

面談申込なし

(53件)

43.1％

今回：2022年度(N=6819)

前回：2021年度(N=5276)

2020年度(N=3965)

2019年度(N=3955)

1.3%

(90件)

2.3%

(123件)

1.9%

(75件)

3.7%

(147件)

98.7%

(6,729件)

97.6%

(5,152件)

98.1%

(3,890件)

96.3%

(3,808件)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

面談案内あり 面談案内なし

面談申込あり

(51件)

56.7％

面談申込なし

(39件)

43.3％
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申込しなかった相談者×実生活への影響度レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込しなかった相談者×自己認識レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面談カウンセリングをすすめても、申し込みをしなかった利用者は、比較的深刻な実生活への影響度レベル 3 以上

が 78.3％を占め、依存症が重症にもかかわらず面談を申し込まなかった。 

また、申し込みをしなかった相談者のうち、本人が依存症であると自覚している自己認識レベル 2 の利用者は

35.0％、現状を変えたいと思っている自己認識レベル 3～4 の利用者は 30.0％であった。依存症の自覚や克服し

たい意思がある大部分の利用者が「無料カウンセリング」にもかかわらず面談を申し込まなかったわけである。 

この背景には、利用者に対して面談カウンセリングの意義が充分に伝えられていない可能性がある。利用者の抱え

る対人葛藤やストレスの共感と評価、そしてそれに対する面談カウンセリングの有用性を明確に伝える必要がある。 

  

案内による

面談申込

「なし」

8.7%

6.5%

5.7%

13.0%

14.3%

12.9%

17.0%

8.7%

10.7%

19.4%

13.2%

69.6%

75.0%

54.8%

58.5%

6.5%

5.7%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

今回：2022年度(23件)

前回：2021年度(28件)

2020年度(31件)

2019年度(53件)

実生活への影響度レベル１ 実生活への影響度レベル２ 実生活への影響度レベル３

実生活への影響度レベル４ 実生活への影響度レベル５

案内による

面談申込

「なし」

10.0%

6.3%

35.0%

44.4%

38.1%

47.9%

20.0%

44.4%

57.1%

37.5%

10.0%

11.1%

4.8%

8.3%

25.0%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

今回：2022年度(20件)

前回：2021年度(27件)

2020年度(21件)

2019年度(48件)

自己認識レベル１ 自己認識レベル２ 自己認識レベル３ 自己認識レベル４ 自己認識レベル５
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３章 SMS アンケート追加分析 

３.１ 目的と概要 

（1）目的 

「サポートコール」を通して収集した情報を有益な形で世に発信していくためには、基礎的なデータ集計に加え、発

症・経過・解決までをプロセスに分けて体系化する観点、今後注力すべきターゲットや応対内容の効果など社会貢献

度をより高める観点が必要である。そのため、支援センターが介入する前後で相談者はギャンブルへの参加状況や意

識についてどのような変化がもたらされているのか数値化し、実態把握するとともに比較・検証する。 

 

（2）概要 

「サポートコール」への相談による効果を検証するため、SMS によるアンケート調査を行い、「サポートコール」相談者

と回答データを紐づけることで比較・検証を可能なものとする。有効回答者は最終的に 372 件得られ、下記項目に

ついて「サポートコール」相談時と一定期間後の状況をそれぞれ比較・検証する。 

 

〇1 週間にギャンブルに参加する日数（0 日～7 日から単一回答／単位：日） 

〇1 か月間でギャンブルにかける費用（数値回答／単位：円） 

〇ギャンブルの参加衝動（0 点～10 点から単一回答／単位：点） 

〇ギャンブルに参加しない自信（0 点～10 点から単一回答／単位：点） 

 

注 1※ SMS アンケートは 2022 年 4 月～2023 年 3 月までに 465 件の回答があり、そのうち 2022 年

度の「サポートコール」相談者である 400 件について、回答 ID をもとに相談データと紐づけた。 

注 2※ 期間内に SMS アンケートを複数回回答する相談者もいたため、「サポートコール」の利用時期に近い

方を優先して重複回答を削除した。 

注 3※ 数値回答である「1 か月間でギャンブルにかける費用」の回答で外れ値と思われる回答 1 件を分析

対象外とし、399 件を最終的な分析対象とした。費用の外れ値は支援センター介入前後の差を算

出し、平均値から標準偏差の±3 倍以上離れている回答を外れ値とした。 

 

分析対象とした 400 件に対し、以下の分析を行った。 

 

（1） SMSアンケートの回答有無、および回答内容について、相談者の属性情報に関係性があるかを見るため、

相関分析を行った。 

（2） 支援センターの介入による改善効果が見られるかを確認するため、分析対象者全体の 400 件に対し、相

談時及び一定期間後ごとに聴取した 4 項目の平均値の差の検定（対応のあるｔ検定）を行った。 

（3） 相談者の属性や対処法による効果への影響を検証するため、分析対象者を各属性に絞って平均値の差

の検定（対応のあるｔ検定）を行った。また、相談時及び一定期間後ごとの差について、聴取した 4 項

目の平均値の比較を行った。 
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属性別の比較は下記の通り行った。 

 

〇相談対象者との関係（本人、本人以外） 

〇相談者への対処法（いずれかの機関に案内をした相談者（注 4※）、アドバイスのみ行った相談者） 

〇実生活への影響度レベル（レベル 1～2、レベル 3、レベル 4～5） 

〇自己認識レベル（レベル 1～2、レベル 3、レベル 4～5） 

 

注 4※ 「サポートコール」相談時、専門スタッフの応対内容が「医療機関」「自助グループ」「法的機関」「行

政機関」「面談カウンセリングの案内」のいずれかの案内であった相談者を対象とした。そのため、相談

機関案内とともに解決策・アドバイス案内もされている相談者も含んでいる。 

注 5※ 実生活への影響度レベルは、本レポート 2 章「相談者の実態分析」で使用した定義と同様に分類し

ている。深刻度の低いレベル 1～2、比較的深刻度の高いレベル 3、特に深刻度の高いレベル 4～5

を合わせた 3 区分で分析を行った。 

   実生活への影響度レベル 1：7 件 

   実生活への影響度レベル 2：56 件 

   実生活への影響度レベル 3：33 件 

   実生活への影響度レベル 4：154 件 

   実生活への影響度レベル 5：7 件 

注 6※ 自己認識レベルは、本レポート 2章「相談者の実態分析」で使用した定義と同様に分類している。レ

ベル 1、レベル 4～5はサンプル数僅少のため、レベル 1～2、レベル 4～5 を合わせた 3区分で分析

を行った。 

   自己認識レベル 1：3 件 

   自己認識レベル 2：118 件 

   自己認識レベル 3：77 件 

   自己認識レベル 4：14 件 

   自己認識レベル 5：46 件 
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３.２ 分析結果 

３.２.１ 相関分析 

SMSアンケートの回答データと「サポートコール」ログデータを紐づけ、SMSアンケート回答有無およびSMSアンケー

トの回答 4 項目と相談者の属性に関係があるか相関分析を行った。下記に分析結果を示す。なお、「サポートコール」

ログデータの各属性変数は下記の数値に置き換えて分析した。 

 

〇変数のコード表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇相関係数表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：前回 2021 年度の相関係数表一部抜粋＞ 

 

 

  

介入前 介入後 差 介入前 介入後 差 介入前 介入後 差 介入前 介入後 差

相談者属性 0.04** 0.21** -0.09** -0.12* -0.13* 0.00 0.00 -0.03 -0.08 -0.26** -0.16** 0.08 0.04 0.01 -0.03

相談対象者年代 0.01 -0.04* 0.00 -0.12* -0.02 0.10* -0.10* -0.07 0.08 -0.07 -0.03 0.03 0.08 0.03 -0.05

相談対象者性別 -0.02 -0.10** -0.02 -0.07 -0.03 0.04 -0.07 -0.05 0.06 0.03 0.10* 0.08 -0.03 -0.05 -0.01

番号認知 0.05** -0.05** -0.06** 0.00 0.01 0.01 0.11* 0.12* 0.02 0.02 0.04 0.02 0.03 0.10 0.07

ギャンブル種類 0.04** 0.18** 0.04* 0.15** 0.10 -0.07 0.25** 0.19** -0.19** 0.05 0.01 -0.04 0.09 0.19** 0.09

他機関相談歴 -0.01 -0.03 -0.14** 0.01 0.00 -0.01 0.08 0.07 -0.03 -0.09 -0.13* -0.06 -0.01 0.07 0.08

収入形態 0.01 -0.21** -0.01 -0.08 -0.05 0.04 -0.08 -0.08 0.03 0.05 0.08 0.04 0.01 -0.07 -0.07

ギャンブリング以外の問題 -0.04* 0.08** -0.03 0.12 0.07 -0.06 0.12 0.11 -0.04 -0.02 -0.02 0.01 -0.04 0.05 0.09

精神障害・アルコール・薬物の有無 -0.03* 0.10** -0.04* 0.09 0.04 -0.05 0.11 0.10 -0.03 0.01 -0.02 -0.03 -0.02 0.09 0.10

債権整理経験有無 -0.02 -0.16** -0.02 -0.03 -0.05 -0.02 0.08 0.06 -0.08 -0.08 -0.02 0.05 -0.01 0.01 0.01

現在借金有無 -0.05** -0.45** 0.00 -0.03 0.03 0.06 -0.05 -0.04 0.04 -0.05 0.00 0.04 0.01 -0.06 -0.07

対処法 0.03* -0.16** -0.04* -0.08 -0.05 0.03 -0.01 -0.03 -0.05 -0.10* -0.03 0.07 0.04 -0.05 -0.08

知りたい内容 0.07** 0.10** -0.09** 0.00 0.01 0.01 -0.07 -0.04 0.08 -0.08 -0.05 0.02 0.08 0.05 -0.04

実生活への影響度レベル 0.00 - 0.05* 0.08 0.00 -0.09 -0.01 -0.04 -0.09 0.00 -0.09 -0.10 -0.02 0.08 0.10

自己認識レベル -0.01 0.05* - 0.09 0.04 -0.05 -0.06 -0.06 0.02 0.07 0.06 -0.01 -0.01 0.00 0.01

参加しない自信SMS

有無

参加日数 参加費用 参加衝動
実生活へ

の影響度

レベル

自己認識

レベル

介入前 介入後 差 介入前 介入後 差 介入前 介入後 差 介入前 介入後 差

相談者属性 0.05** 0.23** 0.01 -0.26** -0.18** 0.12* 0.02 0.03 0.02 -0.34** -0.14** 0.17** 0.15** 0.06 -0.08

ギャンブル種類 0.04** 0.22** 0.02 0.12* 0.05 -0.09 0.28** 0.17** -0.15** 0.08 -0.02 -0.10 -0.05 0.02 0.06

実生活への影響度レベル 0.03 - 0.06* 0.05 0.01 -0.05 0.20** 0.17* -0.06 0.05 0.06 0.02 0.00 0.07 0.06

参加しない自信SMS

有無

参加日数 参加費用 参加衝動
実生活へ

の影響度

レベル

自己認識

レベル

1 2 3 4 5

相談者属性 本人 本人以外

相談対象者年代 20代以下 30代 40代以上

相談対象者性別 男性 女性

番号認知 インターネット それ以外

ギャンブル種類 パチンコ・パチスロ それ以外

他機関相談歴 相談あり 相談なし

収入形態 収入あり 収入なし

ギャンブリング以外の問題 問題あり 問題なし

精神障害・アルコール・薬物の有無 問題あり 問題なし

債権整理経験有無 経験あり 経験なし

現在借金有無 借金あり 借金なし

対処法 案内あり アドバイスのみ

知りたい内容 やめ（させ）る方法 それ以外

実生活への影響度レベル レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

自己認識レベル レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

SMS有無 回答あり 回答なし
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SMS アンケートの回答有無と各属性との相関を見ると、相関係数の絶対値が最も大きいものは“知りたい内容”の

0.07 であった。1%水準で有意差のある項目もあるが、0.20 以上の弱い相関以上の関係を示す項目は見られな

かった。したがって「アンケートに参加した」利用者という強い「改善バイアス」が作用したデータであるという限界はあるも

のの、属性には大きな偏りがないことが確認できた。 

 

“相談者属性”の『参加衝動』において、介入前の相関係数が-0.20 以下であり、弱い負の相関が見られた。前

回は『参加日数』においても介入前の相関係数が-0.20 以下の弱い負の相関が見られたが、今回は見られなかった。

前回の結果から、“相談者”が＜本人＞である場合、ギャンブルへの衝動性が増加し重症化してから相談に至るケー

スや、“相談者”が＜本人以外＞である場合、参加衝動が低く評価される可能性が考えられたが、今回の結果からは

“相談者属性”間の差は前回と比較して小さくなっていると考えられる。 

 

“ギャンブル種類”における『参加費用』では、前回同様に介入前に弱い正の相関が見られた。一方で、前回は“実

生活への影響度レベル”の『参加費用』において介入前の相関係数が 0.20 と弱い正の相関が見られたが、今回は

見られなかった。同様に、『参加費用』に弱い正の相関のある“ギャンブル種類”について“実生活への影響度レベル”と

の相関も前回より減少していた。これは“ギャンブル種類”における “実生活への影響度レベル”のうち、纏まった借金が

あり生活が破綻に近い＜レベル 4＞に該当した方が前回に比べて増加していた（2021 年度は 146 件中 62 件で

42.5％。2022 年度は 170 件中 94 件で 55.3％。その他のレベルはいずれも減少）ことによる影響であると考え

られる。 

そのほかには目立った関連性が見られなかった。 
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３.２.２ “全体”で見た分析結果 

 

 

 

 

 

次に、SMS アンケート送付者全体について、支援センターの介入前後で平均値に差があるかを調べるため、対応

のある t 検定を行ったところ、『参加日数（t（398）=-8.82,p=.000）』、『参加費用（t（398）=-5.19,p 

=.000）』、『参加衝動（t（398）=-12.91,p=.000）』はいずれも有意差 1%水準で減少していた。 

また、『参加しない自信（t（398）=6.27,p=.000）』は有意差 1%水準で増加していた。 

各項目における支援センター介入前後での差の平均値を見ると、『参加日数』は-1.10 日、『参加費用』は -

59,748.28 円、『参加衝動』は-2.03 点、『参加しない自信』は 1.04 点の増減が見られた。 

 

これらの結果から、2022 年度においても 2021 年度と同様に、支援センターが介入したことで相談者の望む結果

（改善傾向）が得られていることがわかった。全体として見た場合は、支援センターが相談者に介入することでギャン

ブルに対する行動・意識に改善効果があることを確認できた。 

 

なお、2021 年度の差の平均値と比較すると、『参加費用』は 2925.31 円、『参加衝動』は 0.06 点の改善効

果の微増、『参加日数』は 0.03日、『参加しない自信』は 0.26点の改善効果の減少は見られたものの、概ね同水

準であった。前年同様に、支援センターが相談者に介入することでギャンブルに対する行動・意識の改善効果が見ら

れることが確認できた。 

 

 

  

 p < .05  で低い  p < .05  で高い

平均値 標準偏差

95% 信頼区間

下限

95% 信頼区間

上限 t 値 自由度

有意確率

(両側)

平均値

(2021年度）

平均値

(2020年度）

参加日数 -1.10 2.49 -1.34 -0.85 -8.82 398 0.000 -1.13 -0.85

参加費用 -59748.28 229824.72 -82367.68 -37128.88 -5.19 398 0.000 -56822.97 -65265.15

参加衝動 -2.03 3.14 -2.34 -1.72 -12.91 398 0.000 -1.97 -1.72

参加しない自信 1.04 3.31 0.71 1.37 6.27 398 0.000 1.30 1.12
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-3.00

-2.50

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

全体 本人 本人以外

介入前後の参加日数の平均の差と95％信頼区間
-180000

-150000

-120000
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-60000
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30000

60000

全体 本人 本人以外

介入前後の参加費用の平均の差と95％信頼区間

-3.00

-2.50

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

全体 本人 本人以外

介入前後の参加衝動の平均の差と95％信頼区間

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

全体 本人 本人以外

介入前後の参加しない自信の平均の差と95％信頼区間

平均値 標準偏差

95% 信頼区間

下限

95% 信頼区間

上限 t 値 自由度

有意確率

(両側)

平均値

(2021年度）

平均値

(2020年度）

全体 -1.10 2.49 -1.34 -0.85 -8.82 398.00 0.000 -1.13 -0.85

本人 -1.09 2.50 -1.36 -0.82 -8.06 340.00 0.000 -1.25 -0.98

本人以外 -1.14 2.43 -1.78 -0.50 -3.56 57.00 0.001 -0.52 -0.26

全体 -59748.28 229824.72 -82367.68 -37128.88 -5.19 398.00 0.000 -56822.97 -65265.15

本人 -52406.94 217258.47 -75548.69 -29265.18 -4.45 340.00 0.000 -59156.50 -71375.63

本人以外 -102910.34 291615.84 -179586.82 -26233.87 -2.69 57.00 0.009 -44189.74 -38661.08

全体 -2.03 3.14 -2.34 -1.72 -12.91 398.00 0.000 -1.97 -1.72

本人 -2.13 3.19 -2.47 -1.79 -12.33 340.00 0.000 -2.20 -1.94

本人以外 -1.48 2.85 -2.23 -0.73 -3.96 57.00 0.000 -0.74 -0.78

全体 1.04 3.31 0.71 1.37 6.27 398.00 0.000 1.30 1.12

本人 1.07 3.45 0.70 1.44 5.71 340.00 0.000 1.43 1.12

本人以外 0.88 2.37 0.26 1.50 2.83 57.00 0.006 0.60 1.11

参加しない自信

参加衝動

参加費用

参加日数

2023年度 2022年度 2021年度

３.２.３ “相談者との関係”で見た分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、相談者との関係別（本人・本人以外）に分け、介入前後の平均値の差を比較した。 

『参加衝動』は0.65点の差、『参加しない自信』は0.19点の差で＜本人＞の方が改善効果を得られた。『参加

費用』は 50,503.40 円の差、『参加日数』は 0.05 日の差で＜本人以外＞の方が改善効果を得られた。 

また、＜本人以外＞はいずれの項目も前回から改善効果が上昇していた。特に『参加費用』は 58,720.60 円と

大幅に改善効果が上昇していた。一方、＜本人＞はいずれの項目も前回から改善効果は低下していた。 

 

＜本人＞＜本人以外＞ともに全体と同様、支援センターの介入による改善効果があることを示しており、いずれの

項目でも有意に改善していた。また、平均値の差を比較すると、前回はいずれの項目でも＜本人＞の方が改善効果

を得られていたが、今回は『参加費用』は＜本人以外＞の方が改善しており、『参加日数』は同程度の水準まで改

善効果が上昇している。前回までの傾向とは異なり、支援センターの介入による効果は＜本人以外＞であっても＜

本人＞と同程度の効果を得られている可能性があるといえる。  

 p < .05  で低い  p < .05  で高い
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2023年度 2022年度 2021年度

３.２.４ “対処法”で見た分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、対処法別（案内あり・アドバイスのみ）に分け、介入前後の平均値の差を比較した。 

『参加日数』は 0.15 日の差、『参加衝動』は 0.44 点の差、『参加しない自信』については 0.60 点の差で＜案内

あり＞の方が改善効果を得られた。『参加費用』は 27,354.00 円の差で＜アドバイスのみ＞の方が改善効果を得

られた。 

前回と比較すると、『参加衝動』は＜案内あり＞で 0.23 点の差で改善効果がやや上昇している。『参加しない自

信』は＜アドバイスのみ＞で 0.41 点の差で改善効果が低下していた。『参加日数』『参加費用』は前回と同程度の

水準であった。 

 

＜案内あり＞＜アドバイスのみ＞ともに支援センターの介入による改善結果を示しているものの、前回同様に＜案内

あり＞の『参加費用』については有意な差が認められなかった。前回と比較すると、『参加しない自信』は＜案内あり＞

が同水準である一方、＜アドバイスのみ＞が前回より改善効果が低下している。支援センターの介入による効果は大

きく変わらないものの、相談時の“対処法”による改善効果の差が前回より大きくなっている可能性がある。 

 p < .05  で低い  p < .05  で高い
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平均値 標準偏差

95% 信頼区間

下限

95% 信頼区間

上限 t 値 自由度

有意確率

(両側)

平均値

(2021年度）

平均値

(2020年度）

全体 -1.10 2.49 -1.34 -0.85 -8.82 398.00 0.000 -1.13 -0.85

案内あり -1.21 2.81 -1.72 -0.69 -4.63 115.00 0.000 -1.32 -0.89

アドバイスのみ -1.06 2.35 -1.33 -0.78 -7.56 281.00 0.000 -1.04 -0.83

全体 -59748.28 229824.72 -82367.68 -37128.88 -5.19 398.00 0.000 -56822.97 -65265.15

案内あり -40516.93 257559.53 -87885.57 6851.71 -1.69 115.00 0.093 -39443.87 -31234.59

アドバイスのみ -67870.93 217788.13 -93399.84 -42342.01 -5.23 281.00 0.000 -63641.49 -80917.38

全体 -2.03 3.14 -2.34 -1.72 -12.91 398.00 0.000 -1.97 -1.72

案内あり -2.35 3.23 -2.95 -1.76 -7.86 115.00 0.000 -2.12 -1.79

アドバイスのみ -1.91 3.11 -2.27 -1.54 -10.30 281.00 0.000 -1.94 -1.70

全体 1.04 3.31 0.71 1.37 6.27 398.00 0.000 1.30 1.12

案内あり 1.47 3.24 0.87 2.06 4.88 115.00 0.000 1.40 1.18

アドバイスのみ 0.87 3.34 0.48 1.26 4.37 281.00 0.000 1.28 1.10

参加日数

参加費用

参加衝動

参加しない自信
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介入前後の参加しない自信の平均の差と95％信頼区間

平均値 標準偏差

95% 信頼区間

下限

95% 信頼区間

上限 t 値 自由度

有意確率

(両側)

平均値

(2021年度）

平均値

(2020年度）

全体 -1.10 2.49 -1.34 -0.85 -8.82 398.00 0.000 -1.13 -0.85

レベル1~2 -0.49 2.20 -1.05 0.06 -1.78 62.00 0.081 -0.79 -1.10

レベル3 -0.67 2.30 -1.48 0.15 -1.66 32.00 0.106 -1.73 -0.46

レベル4~5 -1.28 2.58 -1.68 -0.87 -6.26 159.00 0.000 -1.19 -0.90

全体 -59748.28 229824.72 -82367.68 -37128.88 -5.19 398.00 0.000 -56822.97 -65265.15

レベル1~2 -38541.38 121471.13 -69133.49 -7949.27 -2.52 62.00 0.014 -52159.37 -144238.57

レベル3 -14758.48 126555.47 -59633.10 30116.13 -0.67 32.00 0.508 -106276.25 -28634.81

レベル4~5 -82070.91 272577.33 -124630.36 -39511.46 -3.81 159.00 0.000 -75071.65 -71105.27

全体 -2.03 3.14 -2.34 -1.72 -12.91 398.00 0.000 -1.97 -1.72

レベル1~2 -1.59 3.13 -2.38 -0.80 -4.03 62.00 0.000 -2.37 -1.92

レベル3 -1.79 3.41 -3.00 -0.58 -3.01 32.00 0.005 -2.45 -1.31

レベル4~5 -2.33 3.24 -2.84 -1.83 -9.10 159.00 0.000 -2.22 -1.81

全体 1.04 3.31 0.71 1.37 6.27 398.00 0.000 1.30 1.12

レベル1~2 0.37 3.70 -0.57 1.30 0.78 62.00 0.436 0.89 0.76

レベル3 1.21 3.95 -0.19 2.61 1.76 32.00 0.088 2.05 0.71

レベル4~5 1.35 3.29 0.84 1.86 5.19 159.00 0.000 1.47 0.99

参加日数

参加費用

参加衝動

参加しない自信

2023年度 2022年度 2021年度

３.２.５ “実生活への影響度レベル”で見た分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、実生活への影響度レベル（レベル 1～2、レベル 3、レベル 4～5）に分け、介入前後の平均値の差を比較

した。 

いずれの項目でも＜レベル 4～5＞は介入前後で有意に改善効果があった。また、『参加衝動』はいずれのレベル

でも介入前後で有意に改善効果があった。 

前回と比較すると＜レベル 4～5＞は『参加しない自信』以外の 3 項目で改善効果がやや上昇している。一方、

＜レベル 1～2＞＜レベル 3＞はいずれの項目でも改善効果が低下していた。有意な差が見られないため参考程度

であるが、『参加費用』は＜レベル 3＞が 91,517.77 円と大幅に改善効果が低下していた。 

前回と比較すると、中程度レベル以下の改善効果は低下しているが、＜レベル 4～5＞は前回と同程度の改善効

果があったと考えられる。 

 p < .05  で低い  p < .05  で高い
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平均値 標準偏差

95% 信頼区間

下限

95% 信頼区間

上限 t 値 自由度

有意確率

(両側)

平均値

(2021年度）

平均値

(2020年度）

全体 -1.10 2.49 -1.34 -0.85 -8.82 398.00 0.000 -1.13 -0.85

レベル1~2 -1.00 2.38 -1.43 -0.57 -4.62 120.00 0.000 -1.04 -0.70

レベル3 -0.88 2.55 -1.46 -0.30 -3.04 76.00 0.003 -1.00 -1.17

レベル4~5 -1.28 2.38 -1.90 -0.67 -4.18 59.00 0.000 -1.78 -1.03

全体 -59748.28 229824.72 -82367.68 -37128.88 -5.19 398.00 0.000 -56822.97 -65265.15

レベル1~2 -60157.17 213534.03 -98591.94 -21722.39 -3.10 120.00 0.002 -85310.16 -78016.09

レベル3 -70812.36 292813.01 -137272.76 -4351.96 -2.12 76.00 0.037 -8754.86 -7513.41

レベル4~5 -58680.25 200719.50 -110531.59 -6828.91 -2.26 59.00 0.027 -47913.83 -62878.82

全体 -2.03 3.14 -2.34 -1.72 -12.91 398.00 0.000 -1.97 -1.72

レベル1~2 -1.91 2.98 -2.45 -1.37 -7.05 120.00 0.000 -2.08 -1.71

レベル3 -1.97 3.15 -2.69 -1.26 -5.51 76.00 0.000 -2.03 -1.89

レベル4~5 -1.90 2.90 -2.65 -1.15 -5.07 59.00 0.000 -2.26 -2.18

全体 1.04 3.31 0.71 1.37 6.27 398.00 0.000 1.30 1.12

レベル1~2 1.05 3.17 0.48 1.62 3.65 120.00 0.000 1.34 1.27

レベル3 1.01 3.82 0.15 1.88 2.33 76.00 0.023 1.63 0.96

レベル4~5 1.03 2.93 0.28 1.79 2.73 59.00 0.008 1.61 1.06

参加日数

参加費用

参加衝動

参加しない自信

2023年度 2022年度 2021年度

３.２.６ “自己認識レベル”で見た分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、自己認識レベル（レベル 1～2、レベル 3、レベル 4～5）に分け、介入前後の平均値の差を比較した。 

いずれのレベルにおいても全体と同様、支援センターの介入による改善効果があることを示しており、いずれの項目でも

有意に改善していた。 

前回と比較すると、いずれのレベルも『参加日数』『参加衝動』『参加しない自信』は改善効果が低下していた。特に

＜レベル 4～5＞の『参加日数』は 0.50 日の差で改善効果が低下しており、『参加しない自信』では＜レベル３＞

が0.62点の差、＜レベル４～５＞が0.58点の差で改善効果が低下していた。一方、＜レベル3＞の『参加費用』

は 62,057.50 円の差で大幅に改善効果が上昇していた。 

  

 p < .05  で低い  p < .05  で高い
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３.３ SMS アンケート追加分析結果のまとめ 

支援センター介入前後ごとに相談者のギャンブル状況を比較することで、「サポートコール」介入による改善効果を

検証した。 

 

介入前後の検定結果では、前回同様に、全体を通して減少していた方が好ましい項目（『参加日数』『参加費

用』『参加衝動』）は減少が見られ、増加していた方が好ましい項目（『参加しない自信』）では増加が見られ、「サ

ポートコール」に相談することで、ギャンブル等依存症の症状に改善効果があることがわかった。 

介入前後の差の平均値を前回比較することで改善効果の程度について確認したところ、『参加日数』『参加しない

自信』は減少し、『参加費用』『参加衝動』は微増していたものの、概ね前回と同水準の改善効果を得られていること

がわかった。 

 

また、前回は＜本人＞＜本人以外＞で比較した際にはいずれの項目でも＜本人＞の方が＜本人以外＞より改

善効果が高い傾向が示唆された。今回は＜本人以外＞が 4 項目すべてで前回より改善効果の上昇が見られてお

り、『参加日数』は同水準、『参加費用』では＜本人以外＞が＜本人＞より改善効果が高い傾向が見られた。この

ことから、「サポートコール」への相談は＜本人以外＞であっても当事者＜本人＞が入電した場合と同程度の改善効

果を得られている可能性が確認できた。 

自己認識レベルに関しては、前回同様にいずれのレベルでも改善効果が見られ、改善意識の高い相談者のみで

はなく、比較的改善意識の低い相談者であっても改善効果を得られるという結果が示された。 

これらの点からは、「サポートコール」で応対している専門スタッフの介入技術の向上により、ギャンブル等依存症当

事者の周囲の方が相談した場合であっても相談対象者の置かれている状況や環境を傾聴できており、適宜効果的

な応対が行われていることがわかった。 

 

また、「サポートコール」利用時のスタッフからの応対内容が＜案内（案内のみ、又は、案内+アドバイス）＞だけで

なく、＜アドバイスのみ＞であっても同程度の効果が出ている点についても、前回同様に確認ができた。一方、前回と

介入前後の差を比較すると『参加しない自信』の＜アドバイスのみ＞の改善効果が低下していた点については、今後

の推移を見守る必要がある。 

実生活への影響度レベルに関しては深刻度の高いレベルで改善が見られたが、軽度・中程度のレベルでは改善効

果が前年より低くなっている傾向が見られた。特に前年度に高い改善効果が出ていると考えられた中程度のレベルに

おいて低下が目立ち、前々年度程度の水準に戻っている点は留意が必要である。 

 

なお、2022 年度は入電数が 7,548 件と、2021 年度の 5,858 件から大幅に増加していたが、SMS アンケート

の回収数においては 2022 年度が 465 件と、2021 年度の 424 件から微増に留まった。「改善バイアス」の影響も

あるため、今回の結果が相談対象者全体の傾向を反映していると断定はできない点については、留意しなければなら

ない。引き続き回答率を向上させるための工夫が必要である。 
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４章 提言 

４ 支援センター活動高度化に向けた提言 

４.１.１ 支援センターの活動成果 

これまでの活動によりギャンブル等依存症に関する実態把握を進めることができた。また、それらを通じて、支援セン

ターの活動成果として大きく 2 つ挙げることができる。 

 

（1）依存症に関する相談を軽度から重度まで幅広くサポート 

「サポートコール」の利用者は依存症が深刻化した方のみではなく、生活に困ってはいないがそろそろやめたいと思っ

ているケースや、親族・配偶者などが共同生活に支障が出始めていて何とかしてほしいと思っているケースなど、比較的

軽度な段階で生じる悩みについても解決支援をすることができている。こういった支援機関は、一般的にある程度依

存症が進行した状態への対処を中心としている傾向があるため、早期段階も含めた総合的な解決支援を行い、且つ

一定以上の実績をあげている団体は支援センターを除いて他にないであろう。 

 

（2）サポートコール利用者数増加 

「サポートコール」の利用者はサービス開始時の 2017 年 10 月からの利用者推移を見ると、月に 120 件だった問

い合わせが 2018 年度には約 200 件程度、2019 年度では毎月約 300～450 件と飛躍的に伸びている。2020

年度では新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、緊急事態宣言や人々の外出自粛意識からこれまでと異なる生

活様式であったため、月あたりの入電件数は約200～500件と変動幅が大きな 1年間であった。2021年度におい

ても月あたりの入電件数が約 300～600 件と変動幅の大きな 1 年間であったが、4 月から 9 月にかけて連続的に

増加し、10 月以降においても約 450～550 件の高止まりで推移していたなど、コロナ禍における生活様式に順応し

つつあることが窺えた。そのため、2022 年度では月あたりの入電件数が約 500～750 件と大幅に増加している。 

また、カウンセリング申込者については、開始時の 14 件から 2018 年度は 59 件、2019 年度では 95 件へと増

加していたが、2020 年度では 18 件であった。2021 年度においてはコロナ禍以前の水準には満たないものの、40

件の申込があり、入電件数同様回復傾向が見られていた。2022 年度では 53 件の申込、93 件の実施に至ってい

る。 

入電やカウンセリング実施状況といった件数の増加が続く状況から、啓発活動や各種媒体での広告活動等によっ

て支援センターの認知度が向上していると同時に、ギャンブル等依存症の症状等に悩む相談者にとって「サポートコー

ル」がより身近な存在として位置付けられていることもわかる。コロナ禍においてもギャンブル等依存症への悩みや不安

な思いを抱える方が多く存在していたことがわかっていたが、2023 年 5 月には 5 類引き下げとなったことによる影響も

考慮されるため、今後も支援センターがギャンブル等依存症対策における重要な役割を担っていくことが見込まれる。 

 

このように支援センターの活躍が伺える一方、ギャンブル等依存症対策の取組において、今後より一層重要な役割

を担っていくためには、今までの相談における傾向と直近 1 年（2022 年度）の傾向を整理・再確認する必要があ

る。 
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４.１.２ 2022年度の概況と今後の課題 

2022 年度 1年間の「サポートコール」入電件数は 7,548 件にまで増加し、相談件数としても 6,819 件にのぼっ

ている。月あたりの入電件数は約 500～750 件、相談件数においても約 450～650 件であった。支援センターの

認知度向上、ギャンブル等依存症対策の取組における重要な役割を担っていることが示されている一方、「コールセン

ターの役割」としての概況及び今後に向けた新たな課題を確認する。 

 

（1）概況：「サポートコール」利用実態 

「サポートコール」全入電件数は 2021 年度で 5,858 件、2020 年度は 4,453 件、2019 年度は 4,312 件、

2018 年度は 2,497 件と増加傾向が続いており、2022 年度は 7,548 件と大幅に増加した。入電件数及び相談

件数の増加や社会情勢の変化に伴い、相談者の傾向にも変化が生じていないか、利用者像を把握するために利用

実態について時系列比較する。 

 

以下の相談者（及び相談対象者）においては、2021 年度以前に比べて 2022 年度でも顕著な変化は見られ

なかった。 

 

・相談のあった曜日、相談時間の長さ 

・相談者の属性（本人か、本人以外か）、性別、居住地、知りたい内容（利用目的） 

（以降は「相談者本人以外」からの入電の場合、「相談対象者」を指す） 

・対象者の性別 

 

ただし、以下の点については 2021 年度または 2021 年度以前と比べて異なる傾向を示す結果であった。 

 

・相談の時間帯：「9 時台～19 時台」が減少、「20 時台～8 時台」が増加 

・電話を掛けた方の年代：「20～40 代」が微減傾向、「50 代」が微増傾向 

・相談対象者の年代：「20～40 代」が減少、「50 代」が増加 

 男性相談対象者の年代：「40 代男性」が減少、「50 代男性」が増加 

 女性相談対象者の年代：「20 代女性」「30 代女性」が微減、「40 代女性」が増加 

・相談対象者の就業状況：「常勤」が微増、「その他」が微減（有職者が 72.1％→76.5％） 

・収入形態：「給与・収益」が増加、「生活保護」「なし」が微減 

・併存する状態：「精神障害」が増加、「問題なし」「その他」が微減 

・債務整理経験： 「債務整理経験有り・現在借金有り」が増加、 

    「債務整理経験無し・現在借金有り」「債務整理経験無し・現在借金なし」が微減 
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・案内先及び案内内容の割合：「案内のみ」が増加、「不明・無回答」が減少 

案内：「医療機関」が減少傾向、「自助グループ」「面談カウンセリングの案内」が 

微増傾向。「行政機関」が微増 

解決策・アドバイス：「お金の管理・使い方のアドバイス」「その他アドバイスなどを行った」が 

微増傾向 

「代替行動をおすすめ」「ギャンブルのやり方についてアドバイス」が微減傾向 

 

・ギャンブル種類：「パチンコ・スロット」が微減傾向、「競輪」が微増傾向 

「競輪」「オートレース」が微増、「その他」が増加 

「その他」ギャンブル種類：「投機関連（特に「株・FX」）」が減少 

「賞金関連（特に「宝くじ」）」が増加 

 

サポートコール利用者のメイン層（男性若年層、女性中高年層の本人から入電・相談）に大きな変化は見られ

ないものの、社会情勢の変化やギャンブリング環境の変化を受け、サポートコール利用者実態も経年での変化が見ら

れる。特に 2022 年度では、『夜間での相談の増加』、『男女とも若年層が減少し、中年層が増加』、『有職者（常

勤）が増加し、収入源のある方（給与・収益）も相対的に増加』、『ギャンブル等依存症以外に併存する問題のあ

る方（特に精神障害）の増加』、『債務整理経験があり、現在借金のある方が増加』などが目立った変化として挙げ

られる。このような利用者実態の推移を受け、案内先及び案内内容にも変化が見られた。 

2023 年度においても入電件数及び相談件数は増加が見込まれるため、今後も推移を見守る必要がある。 

 

 

（2）概況：「サポートコール」相談実態 

①SMS アンケート調査 

2021 年度に引き続き、「サポートコール」を通じて支援センターが介入することで相談者はギャンブル等依存症に

関して改善効果がもたらされているのか検証するために SMS アンケートによる追加調査を実施し、検証した。 

改善効果の有無については SMS アンケート非回答者の傾向が検証できないため、改善バイアスが SMS アンケー

ト結果に影響を与えている可能性も考慮する必要はあるものの、相関分析結果では、SMS アンケートの回答有無と

電話相談時の各属性情報に 1%水準で有意差のある項目もあるが、0.20 以上の弱い相関以上の関係を示す項

目はみられなかったことから、SMS アンケートの結果を「サポートコール」相談対象者全体の傾向をある程度は反映し

ていると考えることも可能である。 

 

検証の結果 2022年度においても、支援センター介入による一定以上の改善効果が確認できた。また、2021 年

度においては「本人以外」からの相談の場合、当事者本人からの相談に比べて改善効果は低減することが示唆され

たが、2022 年度においては当事者本人と同程度の改善効果に期待できる結果を確認できた。このことからは、「サ

ポートコール」で応対している専門スタッフの介入技術が向上したことにより、ギャンブル等依存症当事者の周囲の方が

相談した場合であっても相談対象者の置かれている状況や環境を傾聴できており、適宜効果的な応対が行われてい

る様子が窺えた。  
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②面談カウンセリング実態調査 

面談カウンセリング実態調査では面談カウンセリング実施者について「性別」「年代」「ギャンブル種類（上位 3 種の

合計）」「ギャンブルへの費用（月平均利用額）」を聴取した。面談カウンセリングの実施件数は、2021 年度で 40

件、2022 年度では 53 件に増加した。なお、面談カウンセリングに申込はあったものの、「前日キャンセル」「当日キャ

ンセル」が 2021 年度で 12 件、2022 年度で 6 件あった。 

 

・性別：2021 年度、2022 年度ともに「男性」が大多数を占めており、 

2022 年度は 2021 年度に比べて 10pt 以上増加（77.5％→90.6％） 

・年代：2021 年度は「30～40 代」、2022 年度は「30 代」が特に多い 

相談件数における相談者及び相談対象者と同様に、「20～40 代」がメイン層 

（実施者で 92.5％→81.1％、相談対象者で 71.8％、相談対象者で 77.0％） 

・ギャンブル種類：2022 年度では、「パチンコ・スロット（17.5％）」が最多 

「競馬（11.7％）」、「ボートレース（10.0％）」、「株・FX（7.5％）」が上位 

2021 年度に比べ、「競馬」「ボートレース」「株・FX」が微増、「カジノ」が微減 

・ギャンブルへの費用（月平均利用額）： 

2021 年度、2022 年度ともに「無回答」が 3 割 

「～5 万円」が 2 割弱、「20 万円以上」が 3 割と大半を占める 

2021 年度に比べ、「15～20 万円」が微増、「20 万円以上」が微減 

 

面談カウンセリング実施者数が少数のため、また、「サポートコール」のログ分析とは聴取方法や項目が異なるため

参考比較となるが、面談カウンセリング実施者において「20～40 代男性」がメイン層である点は、「サポートコール」へ

の相談者や相談対象者と同様であった。ギャンブル種類については、「パチンコ・スロット」「競馬」「ボートレース」に次い

で「株・FX」が上位に挙がっている。ギャンブルへの費用は、「無回答」も多いため断定できないが、「～5 万円」「20 万

円以上」の二極化傾向にあった。ただし、ギャンブルへの費用は金額そのものよりも、余剰資金なのか生活に必要な資

金や貯金なのかといった実施者それぞれを取り巻く環境により水準が異なる点への考慮も必要である。一方で、そうし

た様々な事情や問題を抱えている方に対して幅広く対応している開かれた場所であることも窺える。 

 

 

③相談者の実態分析 

本アニュアルレポートでは、2019 年度より「サポートコール」への相談内容を基に、実生活への影響度合いを「実生

活への影響度レベル」、ギャンブル等依存症による自覚の度合いを「自己認識レベル」としてレベル 1～レベル 5 までの

5段階に分類し、その結果を分析している。2022年度においては、相談件数6,819件中、「実生活への影響度レ

ベル」は 3,752 件、「自己認識レベル」は 3,669 件、それぞれ分類することができた。 

 

「実生活への影響度レベル」については、2021 年度以前と同様、纏まった借金をしている状態のレベル 3 以上が

75.7％を占めており、生活が破綻に近い状態のレベル 4 のみで 59.6％を占めている。早期回復のためには早期発

見が最も有効であり、今後もギャンブル等依存症に関する啓発活動が必要であるといえる。 
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また、「実生活への影響度レベル」を相談対象者の年代別に見ると、10 代と 50 代以上では比較的軽症と考えら

れるレベル 1～2 の割合が多くなっている。一方、相談対象者の多い 20～40代についてはレベル 4 が 6割を占めて

いる。相談件数の大半が深刻な状況にある方からの相談であることがより如実に窺える結果となった。 

 

「自己認識レベル」については、相談者自身が置かれている状況を深刻だと認識している自己認識レベル 2 以上

が 98.2％、現状を変えたいと思っているレベル 3以上では 51.0％を占めており、自発的にサポートコールを利用する

ケースが大多数となっている。また、現状を変えるために行動している（していた）方を示すレベル 4～5 は 23.4％と、

既に行動している方が相談するケースも少なからず見られる。内訳としては、現状を変えるために行動している状況の

レベル 4 が 6.7％に対し、行動していたが諦めたり直せないと思い込んでいる状態のレベル 5 が 16.7％と 2 倍以上

を占めていることから、自覚症状があり既に行動している人に対しても一定以上のニーズがあることがわかる。 

また、「自己認識レベル」を相談対象者の年代別に見ると、自覚症状のないレベル 1、自覚症状があり現状を変え

ようと行動したが諦めてしまっているレベル 5 については、年代による差異は見られなかった。40 代以上では現状を変

えるために行動しているレベル 4 の割合が 1 割程度と、30 代以下に比べて多かった。50 代以上では依存症の自覚

を持ち始めているレベル 2 の割合が 5 割以上を占めており、40 代以下に比べて多い。一方、60 代以上ではレベル

5 が約 1 割と、50 代以下に比べてやや少ない。 

 

前述の通り、2022 年度の面談カウンセリング実施件数は 53 件であった。「サポートコール」での面談カウンセリング

案内件数は 90 件であり、そのうち 51 件（56.7％）からその場で申込があった。一方で、39 件（43.3％）から

は申込がない状態であり、この申込をしなかった相談者について「実生活への影響度レベル」を確認すると、分類可能

な 23 件中 16 件は生活が破綻に近いレベル 4 であることがわかった。「自己認識レベル」については、分類可能な

20 件中 18 件は自覚症状のあるレベル 2 以上、11 件は行動しようと思い始めているレベル 3 以上であった。早期

発見・早期回復の責務を全うするために適切な案内、解決策・アドバイスの提示が必要であることと同様に、面談カ

ウンセリングが有効と思われる相談者に対しても、申込に繋がるような案内が望まれる。 

 

 

（3）概況：実施施策の効果検証 

①公式ホームページアクセス実態 

2022 年度における公式ホームページへの総アクセス数は 708,077 回にのぼった。アクセス数のうち、流入経路が

識別可能な件数は 699,050 件であり、590,540 件（84.5％）と大半がウェブ広告からアクセスしていることがわ

かった。媒体別の内訳では、アクセスの多い順に、LINE が 214,122件、Instagram が 175,299件、Google が

112,028 件、Yahoo!が 59,908 件、YouTube が 29,183 件となっている。 

 

 

②アクセスユーザー層 

アクセスユーザーの実態としては、モバイル端末で新規訪問者が多く（リピート訪問は 2 割半ば）、サポートコール

利用者層と同様に 20～30 代からのアクセスが多い。性別については男性 5 割強、女性 4 割半ばと、サポートコー

ル相談者の性別に比べると男性が少なく、女性が多い。 
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公式ホームページ内のページ別での閲覧状況としては、前述の通りウェブ広告からの流入が大半を占めるため、ラン

ディングページの表示回数が群を抜いて多くなっている。「トップページ」「ギャンブル依存症とは」といったページは平均閲

覧時間が 1 分前後と、アクセスユーザーの滞在時間が特に長いページであった。また、「マンガで解説！ギャンブル依

存症」各関連ページの平均閲覧時間は約 30 秒前後と短めではあるものの、「トップページ」「ギャンブル依存症とは」

に比べて表示回数が多く、公式ホームページ訪問者の興味・関心を惹きやすいコンテンツであることや、手軽にギャンブ

ル等依存症を知ることができるツールの一助となっていることがわかる。 

 

③広告出稿の費用対効果の検証 

より多くのギャンブル等依存症に悩みを抱えている方を支援するためには、支援センターや「サポートコール」の認知

拡大が必要であり、そのためには様々な手法があるものの、継続的なウェブ広告出稿も有効な手段の一つといえる。

支援センターでは 2022 年度の 1 年間を通じて「Yahoo!」「Google」「LINE」「YouTube」「Instagram」の 5 つ

媒体でウェブ広告を安定的に出稿した。また、ウェブ広告を通じたコンバージョン数（リンクタップ数）を取得し、媒体

別の費用対効果を検証する。 

 

2022 年度における広告費、コンバージョン数、ウェブ広告からのアクセス数について、媒体別での 1 ヶ月あたりの平

均金額、平均回数、平均件数を算出した。 

広告費 コンバージョン数 ウェブ広告からのアクセス数 

順位 媒体名 円 順位 媒体名 回 順位 媒体名 件 

1 Google 281,258 1 Google 424 1 LINE 17,844 

2 LINE 273,087 2 YouTube 95 2 Instagram 14,608 

3 Instagram 232,755 3 Yahoo! 47 3 Google 9,336 

4 YouTube 214,005 4 LINE 40 4 Yahoo! 4,992 

5 Yahoo! 133,321 5 Instagram 14 5 YouTube 2,432 

全体 1,134,425 全体 619 全体 49,212 

 

上記の各 1 ヶ月あたり平均を使用して、コンバージョン 1 回あたりの広告費及びウェブ広告からのアクセス 1 件あた

りの広告費を推計した。なお、広告費のためランキングは広告費が安価であるほど上位として掲載している。 

コンバージョン 1 回あたりの広告費 ウェブ広告からのアクセス 1 件あたりの広告費 

順位 媒体名 円 順位 媒体名 円 

1 Google 664 1 LINE 15 

2 YouTube 2,257 2 Instagram 16 

3 Yahoo! 2,817 3 Yahoo! 27 

4 LINE 6,856 4 Google 30 

5 Instagram 17,241 5 YouTube 88 

全体 1,832 全体 23 
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媒体別の特徴として、以下の点が挙げられる。 

 

・Yahoo! ： 広告費が他の媒体に比べて最も安価 

 アクセス数は少ないが、コンバージョン数は LINE と同程度 

 （YouTube の半分程度） 

 5 媒体の中では最も中高年層へのリーチしやすさが期待できる 

・Google ： 広告費は最も高いが、コンバージョン数も圧倒的に多い 

 アクセス数は LINE の半分程度 

・LINE、Instagram ： 広告費は LINE が高め、Instagram は中位 

 アクセス数は圧倒的に多い 

 コンバージョン数は少ない（特に Instagram） 

・YouTube ： 広告費は Yahoo!に次いで 2 番目に安価 

 コンバージョン数は 1 位の Google との差が大きいものの 2 番目に多い 

 アクセス数は最も少ない 

 

なお、2022 年度における『入電件数 1 件あたりの広告費』は 1,804 円、『相談件数 1 件あたりの広告費』は

1,996円であった。同様に、『入電件数1件あたりのコンバージョン数』は 0.98回、『相談件数1件あたりのコンバー

ジョン数』は 1.09 回と、入電件数、相談件数ともに約 1 回程度である。 

 

支援センターにおいて認知拡大を目的とする背景としては、ギャンブル等依存症に対する情報発信（早期発見）

と、ギャンブル等依存症に対する悩みや不安を抱えている方への回復支援（早期介入・早期回復）が大きいと考え

られるため、情報発信のためにはアクセス数、回復支援のためにはコンバージョン数のともに重要な指標といえる。 

そのため、2022 年度の結果からいえることとしては、特定の媒体のみに選定するよりも、今後も複数の媒体で広告

出稿を継続する方がより幅広い方々に支援センターやサポートコールを知って頂く契機に繋がると考えられる。ただし、

2022 年度においては各媒体の広告費の差が小さく、加えて、各媒体における毎月の広告費も比較的一定で推移

していたため、2022 年度の実績及び各媒体での広告活動により得られる効果を基に 2023 年度以降の広告出稿

を再度検討する必要があると言える。 
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（4）概況から窺える今後の課題 

2022 年度及び 2021 年度以前の傾向を鑑みるに、2023 年度以降も当面拡大傾向が続くことが想定されるた

め、今後も継続的に「サポートコール」相談体制の強化が望まれる。また、その際には 20 時以降の夜間～早朝の入

電が増加している点にも留意が必要である。 

「サポートコール」利用者のメイン層が大きく変わる程の経年変化は見られなかったものの、『有職者（常勤）が増

加し、収入源のある方（給与・収益）も相対的に増加』、『ギャンブル等依存症以外に併存する問題のある方（特

に精神障害）の増加』、『債務整理経験があり、現在借金のある方が増加』といった傾向が 2022 年度の結果から

見受けられたため、年代を問わずより深刻な状態での相談が今後も中心となることが見込まれる。さらに、『50 代

（特に男性）の相談対象者の増加』は体制強化のうえでも懸念すべきポイントといえ、相談対象者が 50 代の場合

の特徴といえる「実生活への影響度レベル 1～2 が多め」、「自己認識レベル 2 が半数を占め、レベル 4 も比較的多

い」点に留意し、早期介入・早期回復の機会を適切に応対できるよう再確認・再検討が必要である。 

相談件数としては「パチンコ・スロット」や「公営競技」に及ばないものの、「その他のギャンブル」のうち 30 代以下で

「オンラインカジノ」、30 代では「投機関連（特に FX・投資）」、40 代以上では「賞金関連（特に宝くじ）」のギャン

ブルをしている方の多さにも懸念が必要であり、ギャンブル等依存症の啓発活動とともに、これらがギャンブルであること

を情報発信することで早期発見・早期介入に期待できる。30 代以上の傾向としては急加速的に進む消費物価高

などの経済不安による影響も考慮されるため、社会情勢の変化とともに柔軟な対応も望まれる。 

SMS アンケート調査は 2020年度以降継続的に「サポートコール」が介入することで一定以上の改善効果を確認

することができ、2022 年度においても「サポートコール」で応対している専門スタッフたちが一定以上の成果を上げてい

ることが明らかとなった。2022 年度より開始した面談カウンセリング調査については、53 件の実施であったため、今後

規模拡大に伴いより深度の高い分析ができる可能性がある。面談カウンセリングによる介入が適切と判断された際に

は、積極的に案内し、確実に実施に至れるよう環境の整備・維持が望まれる。 

また、2017 年 10 月の開設当初より積極的な啓発活動や広告活動を継続しているため、前述の入電件数及び

相談件数のみに留まらず、公式ホームページへのアクセス動態も年々規模が拡大している。今後も広告活動の継続

していくうえで、広告出稿先や出稿時期等、より費用対効果の高い施策を実施すべく再検討・再検証を重ねていくこ

とが望ましい。 
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５章 講評 

５.１ 「サポートコールの発展と課題」 

 

 

一般財団法人ギャンブル依存症予防回復支援センター 顧問 河本泰信 

 

 

【包括評価】 

今年度においても引き続き、SMS アンケートが電話介入後の有意な改善効果を示しています。代替行動の提案

を柱とする「アドバイス優先主義」（ワンストップ型課題解決）への転換が概ね達成されたと考えてよいと思います。そ

して、22 年度以降からは、そのアドバイスの中身が問われるようになってきました。それは、昨年度の講評でも指摘しま

したように、高い脆弱性を有する二つの相談者群に対する対応についてです。 

まずは併存問題、特に併存精神障害のある相談者群に対する医療機関への案内です。精神障害を抱える利用

者は 21 年度の 30.3％から、34.5％へと若干増加しています。相談時の主訴であるギャンブル問題に左右されること

なく、併存障害に焦点を当てた対応および適切な案内先の選択が必要です。そのためには、虐待問題や発達障害、

あるいはうつ病など相談機関および精神科医療機関毎の特徴（強み）についての情報の充実が一層必要です。 

次に、債務問題を抱えた相談者群です。過去の債務整理経験者による債務問題の再発も、今年度は 24.5％か

ら 34.4％へと増加しています。司法書士への直接相談に結びつける試みが開始されていますが、まだ一部の方にしか

対応しきれていません。債務の意義と返済の目的についての認知をポジティブな方向に修正し、納得できる「返済戦

略」のアドバイスが必要です。 

以上の課題はあるものの、サポートコールは質的量的に確実に成長しています。今後の一層の発展が期待されま

す。 

尚、体系的な業務評価は本文中に項目ごとに行っていますので、詳細はそちらをご参照下さい。 

 

【データ分析に関して】 

「本報告書では実生活への影響度レベルを独自の定義によって 5 段階に分類して、分析を行っています。このよう

な実害に焦点を当てた定義は、医学的診断体系としては、ICD 体系（現在は ICD-11）に概ね該当します。この

体系は、臨床的に深刻なギャンブルに伴う実害とそれにもかかわらずギャンブルを継続していることの 2 点を必須項目

とする診断体系です。それゆえ、本報告書の実害評価尺度と相応しており、レベル 4 以上が概ね ICD-11 でのギャ

ンブル障害疑いと推測できます。それは、電話相談者の少なくとも 6 割程度を占めています。 

以上は昨年度のアニュアルレポートで記した推測です。 

そしてこの推測の下で、今回の SMS 分析データを見ると、「非障害群と比べて障害群のほうが電話介入後の改善

傾向が高い（日数/費用/自信）」という、一見不可思議な結果が示されています。普通は重症なほど改善効果が

乏しいはずですが、ギャンブル障害の場合は逆です。更に言えば、「自己認識レベルと改善効果との関係」においても、

疾患であることの認識（病識）や改善意欲の高低と改善効果は関係していません。これも、「病識や意欲が高いほ

ど改善しやすい」という、一般的傾向からすれば矛盾しています。 
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これらの点は、「病気と認めて病院に行く」という疾患モデルに基づく対処法は、ギャンブル障害自体への対処法とし

ては妥当性が低いことを示しています。医療機関への受診が主たる意味を持つのは、前述のように併存疾患がある場

合です。 

そうとはいうものの、重症化するまで放置すればいいというわけではありません。医療機関であろうが、事業者による

相談窓口であろうが、自分とギャンブルの関係に早く気づいて、早く軌道修正する場に一旦は身を置くに越したことは

ありません。ただ、進行するとやめられなくなるという脅し（？）は正確ではないということです。見かけの重症度（重

篤性）にとらわれることなく介入し、伴に一歩踏み出すことが重要ということです。 

以上の知見は私が医療機関で調査した結果とも一致しています。 

 

「断ギャンブルに最も影響力をもつ要因は「中等症－重症段階まで進行している」という状況因であることが本研究

によって示された。・・・さらに断ギャンブル動機の強弱と予後とは関連しないのみならずむしろ逆相関傾向を示した。結

局本人の決断や治療者の介入を超えた状況因が最大の予後決定要因である・・・。つまり・・・（断ギャンブルは）そ

の機が到来した時（でよい）・・・、それまでは代替行為に専念（すればよい）」 

（河本泰信 他．病的ギャンブリングに対する治療目標は「断ギャンブル」しかないのか．精神医学．2014; 

56(7)：625．） 

 

このようにサポートコールから得られるデータおよび知見は従来のギャンブル障害の概念を変えてゆくものを持っていま

す。上記はその一端にすぎません。また、サポートコールのデータから、現代日本の状況、ギャンブル問題の趨勢、評価

と介入戦略など今後のギャンブル問題の解決に向けた様々な示唆も得られます。今後もデータを積み上げることで、よ

りエビデンス性の高い知見が得られるものと期待しています。 
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５.２ 「サポートコールから見えるコロナ禍のギャンブル問題へ影響と課題」  

 

 

一般財団法人ギャンブル依存症予防回復支援センター 顧問 稲村 厚 

 

 

【はじめに】 

サポートコールにおいて、金銭問題を中心としたスーパーバイズを担当してまいりましたが、その立場からかかわった個

別の事例から、ことに２年を超えるコロナ禍がもたらしたと思える現在のギャンブル等依存問題に関して再考し、サポー

トコールの今後の役割について考察することで講評に代えます。 

 

【サポートコールにおける相談の傾向と対策】 

コロナ禍による外出や人との接触の規制は、一人暮らしの学生など若者に大きな影響を与えたと考えられます。通

学・通勤せず自宅においてオンラインで勉学や仕事に携わることを余儀なくされた結果、健康的な余暇時間を過ごす

ことができず、インターネットに娯楽を求める傾向が強くなったものと思われます。サポートコールにおいても20代、30代

の若い人の公営ギャンブルのネット投票やオンラインカジノの相談が増加し、恒常化しています。これらの若い人の抱え

ている借金問題は、債務額は 100 万円以下の場合が多いが、やはりインターネットの影響が色濃く出ている特徴が

あります。それは、クレジットカードや消費者金融からの借り入れとは違った、「スマホの信用決済」や「後払い決済」とい

うネットショッピングから波及してきた決済の債務です。「後払い決済」というのは買い物であり、それがギャンブル資金に

回るとは一般的に考えがちであるが、「iPhone」などの転売人気の商品を購入し、買取業者に売却して当面の資金

や返済金を確保するなどの行為が目につきます。 

これらの現象は、インターネットが持つ危険な罠に未熟な若者が引っかかってしまっているという側面もあります。した

がって、相談対応も「ギャンブル等依存症」というとらえ方だけでなく、大人になり切れない未熟な若者の問題としてとら

えなおして相談対応することも必要になってきていると感じます。 

サポートコールの相談員は、もともと心理面のカウンセリングの素養があるため、「ギャンブル等依存症」という専門性

にとらわれることなく対応することがむしろ大事な場面が増えていると思われます。 

 

【垣間見える現代社会の現状とサポートコールの役割】 

世界は今、インターネットやスマートフォンが生活の隅々に至るまで影響を及ぼし、コロナ禍がそれに拍車をかけまし

た。日本も例外ではありません。この現象を経験した人はいないわけで、モデルのない日常生活を急速に強いられる時

代に人々が翻弄されているとも思えます。このような現在および将来への漠然とした不安を抱えている庶民の心理が、

一攫千金や一発逆転の可能性があるギャンブルに向かわせる原因になっているのではないかと考えられます。 

サポートコールでは、現在問題を抱えている人の問題解決や不安の解消に努めるのはもちろんのこと、人々が安心

して生活できる環境とは何かについて問題提起していく視点も欠かせないのではないかと考えています。 

コロナ禍による制限が緩和された今後、サポートコールの相談内容がどのように変化するのか、あるいはしないのかを

注視し、ギャンブル問題に限らない政策提言にもつなげていくことが重大な役割であると言えそうです。 


